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○議事日程 

   日程 第 １ 認定第１号～認定第９号 那須烏山市決算の認定について 

             ※質疑～委員会付託 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 
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［午前１０時００分開議］ 

○議長（沼田邦彦）  おはようございます。傍聴席の皆様には、台風の中、早朝よりお集ま

りをいただきまして、ありがとうございます。 

 ただいま出席している議員は１７名です。定足数に達しておりますので、ただいまから会議

を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでございます。 

                                    

     ◎日程第１ 認定第１号～認定第９号 那須烏山市決算の認定について 

 

○議長（沼田邦彦）  日程第１ 認定第１号 平成３０年度那須烏山市一般会計決算の認定

についてから、認定第９号 平成３０年度那須烏山市水道事業会計決算の認定についてまで、

認定案９件を一括して議題といたします。 

 本件については去る９月３日の本会議において提案理由の説明及び監査委員による決算審査

結果の報告が終了しております。 

 直ちに質疑に入りますが、所管の委員会に関する事項は、委員会審査において質疑されるよ

うお願いいたします。なお、総括質疑の持ち時間を、質問と答弁を合わせておおむね３０分と

しておりますことから、持ち時間を超えた場合は質疑の終了を求めます。質疑、答弁は簡潔明

瞭にされるよう、この際申し添えます。 

 それでは、これより質疑に入ります。 

 １番青木議員。 

○１番（青木敏久）  おはようございます。通告書に基づきまして、質問をさせていただき

ます。 

 まず、行財政報告書の２５ページ冒頭部分にございます広報活動、主にツイッターについて

お尋ねします。 

 ツイッターを拝見していますと、ホームページの更新情報に終始し、本来の広報活動が十分

でないように感じます。ツイッターの活用についての御見解を賜りたいと存じます。 

 次に、同じく行財政報告書の３３ページに、「ふるさと応援寄附金」、先般、新聞報道にご

ざいましたが、寄附金につきまして、寄附の金額、また流出額、返礼品その他の費用について

お尋ね申し上げます。 

 続きまして、４２ページのシティプロモーション。シティプロモーションには入っていない

のですが、ふるさと大使について。広報などでも総務課からまちづくり課のほうに移管された

ということなので、ふるさと大使の活動報告及び選考についてお尋ねいたします。 
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 続きまして、４８ページの地域おこし協力隊。１０月末で１期生が卒業すると、現隊員がゼ

ロとなります。今、２期生が集まらないということなので、図らずも本市の魅力が問われてお

ります。見解を伺うものです。 

 続きまして、同じく行財政報告書の４９ページ、イメージキャラクター。イメージキャラク

ターの出演が減っております。この理由についてお尋ね申し上げます。 

 続きまして、行財政報告書１７０ページで、有害鳥獣捕獲実績。昨年と比べまして、イノシ

シの捕獲数が伸び悩んでおります。イノシシの繁殖に追いつかないと思われますので、その見

解についてお尋ね申し上げます。 

 続きまして、同じく行財政報告書の１９９ページ、市営住宅についてお尋ねします。市営住

宅、最古の物件で６４年を経過しております。耐震を含めた安全性と住環境についてお尋ねし

ます。 

 続きまして、同じく行財政報告書の２９５ページの水道事業ですが、先般、一般質問でも同

僚議員が御提言されましたけれども、人口の減少、節水による使用量の減少、また給水管の老

朽化による更新費用の増大。大口客による地下水への切りかえ等による収入の減少についてお

尋ねします。 

 最後に、決算書の１２３ページに八溝そばブランド力向上支援事業がございます。これにつ

いて、八溝そば街道のほかに、日光例幣使そば街道、粟野そば街道、みよりそば街道、葛生地

域の仙波そば、出流山満願寺周辺の出流そばなど、県内には各ブランド向上に努めている、そ

ばの地域が多数ございます。そこで八溝そばのブランド力向上についてお尋ねします。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  石川総合政策課長。 

○総合政策課長（石川 浩）  行財政報告書、まず２５ページの広報活動に関するツイッタ

ーのことについてでございます。ツイッターにつきましては、議員御指摘のとおり、ホームペ

ージの更新情報が自動的に流れる設定になっておりますので、あそこに出てしまうということ

でございます。ツイッターの更新については、日々の業務の中でやっているところですが、ち

ょっと追いついていないというのも現実でございますので、こちらにつきましては、今後どう

いう方法がいいのか、よく研究してまいりたいと思います。 

 同じく行財政報告書の３３ページ、ふるさと応援寄附金についてでございます。金額で申し

ますと、３５２件、１,２１０万円が寄附額でございます。これに対しまして、税控除等の控

除額が６５２万９,８４２円、これは平成３０年度の税額控除分でございます。経費につきま

しては２９０万３９円ということでございまして、差し引きしますと、２６７万１１９円の黒

字でございます。過日の新聞報道によるものにつきましては、法人の寄附額が除かれていると
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いうことでございますので赤字報道になっておりますが、ふるさと応援寄附金としては、那須

烏山市は法人分を入れれば黒字になっているということでございます。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  それでは、行財政報告書４２ページ、シティプロモーショ

ンの関係でふるさと大使の活動報告及び選考についてお答えします。 

 まず、ふるさと大使につきましては、平成２８年１２月から令和元年度１１月いっぱいの

３年の任期をもって、１期のふるさと大使が８名選考されました。活動につきましては、当時

名刺をつくりまして、その名刺の配付を積極的に行うということをやっていただいたそうです

が、特段こちらで述べるような具体的な活動は、現在のところない状況でございます。 

 選考につきましては、本市出身の方で構成されて、積極的に活動しているような方を選考し

たと聞いております。また、令和元年１２月以降、新たなふるさと大使の方向性につきまして

は、もう少し違った形でシティプロモーションの一環となるような選考を含め、新たな任命を

今のところ考えている状況でございます。 

 行財政報告書４８ページ、地域おこし協力隊でございますが、現在、２期生の募集を８月か

ら９月いっぱいにかけて行っているところでございます。先日８月３１日、東京において、合

同による募集セミナーでしたが開催して、何名かの関心のある都内のお客さんが、那須烏山市

のブースにいらしたと聞いております。現在１名の応募がある状況でございますが、もう少し

９月いっぱい待って、２期生に向けて取り組んでまいりたいと思っております。 

 なお、１期生につきましては、我が市の状況について「非常に市の職員が積極的で、非常に

魅力がある市だなと感じた」、また「地域資源がとても豊富で、烏山線が走っているのが非常

にいい」ということで応募に至ったというような状況を聞いており、那須烏山市の地域資源の

ポテンシャルの強さというのを感じているところですが、それを有効に発揮する方向性が見え

ていないというのが現状だと思います。 

 したがいまして、２期生につきましては、観光行政などを中心に、一般社団法人那須烏山市

観光協会と一緒になって那須烏山市を盛り上げてくれるような２期生の募集を今しているとこ

ろでございます。 

 続きまして、４９ページ、イメージキャラクターでございます。こちらにつきましては、ま

ず、イメージキャラクター、ゆるキャラを用いるイベントが全体的に減ってきたという状況で

ございます。したがいまして、我が市のイメージキャラクター、ゆるキャラにつきましても、

そういった市外に出向く回数が減ってきたというのが状況でございます。そのかわり市内で行

われるイベント等には積極的に出るような心がけをしているところでございます。 
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 以上であります。 

○議長（沼田邦彦）  大鐘農政課長。 

○農政課長（大鐘智夫）  行財政報告書１７０ページ、有害鳥獣捕獲の実績ということで御

質問をいただきました。そちらについての見解ですけれども、現在、市内にどれだけのイノシ

シがいるかという個体数がわからないまま、駆除をしております。また、捕獲にかかわる方の

高齢化も進んでおります。これが現状でございます。 

 しかしながら、少しずつでも捕獲しないと減らないということも、これもまた現実でござい

ます。捕獲数を１頭でも多く捕獲していくということが、まず第一でございます。関係各機関

と連絡を調整いたしまして、抜本的な解決に向けて調査研究を進めてまいりたいと思っており

ます。 

 続きまして、決算書１２３ページ、八溝ブランド力向上支援事業費についてお答えいたしま

す。 

 平成３０年度ですが、八溝ブランド力向上支援事業といたしまして、地産地消型、こちらは

補助対象を市内の業者。それと広域型、こちらの補助対象を市内の生産者としておりまして、

事業を実施しておりました。 

 平成３１年度からは、こちらのそばの需要が高まっているということで、さらにブランド力

のアップをするために、安定した供給が必要と考えておりますので、そばの生産の拡大を図る

ことといたしまして、市内の生産者に１０アール当たり１万円の補助金を出すこととしており

ますので、こういったことでますますブランド力の向上を図ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  それでは、私からは行財政報告の１９９ページ、市営住宅

についてお答え申し上げます。 

 議員御指摘のように、この表の、私の生まれる前からある住宅が、この中にございます。現

実的に、こちらは大変古い住宅で、耐震とか住環境など十分満たしておりません。こちらの今

後の計画ですが、公共施設等総合管理計画に基づきまして、１番、２番、３番、４番の団地に

つきましては退去者が出た際に取り壊しをして、こちらのほうは廃止の計画で、現在、事務的

に進めております。５番以降、５番、６番、７番、８番につきましては、これから存続のため

に大規模修繕等の計画を、今、策定している最中でございます。具体的に大規模修繕等の期日

については、まだ確定しておりません。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤上下水道課長。 
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○上下水道課長（佐藤光明）  行財政報告書２９５ページの水道事業、人口の減少・節水に

よる使用量の減少、それから給水管の老朽化による更新費用の増大、大口客による地下水への

切りかえによる収入の減少につきまして、お答えをいたします。 

 水道事業を取り巻く情勢は、人口減少による使用量の減少を初め、水道管の老朽化による更

新費用の増大等、厳しさを増しております。このことは那須烏山市に限ったことではないこと

は御理解いただいていることだと思います。 

 この課題に対し、本市では平成３０年度に実施しましたアセットマネジメントを踏まえ、令

和元年度、今年度に水道管の更新計画策定を現在進めており、今後計画的に施設の更新等に投

資をしてまいりたいと考えております。将来において水道事業の安定した経営に向け、さらな

る事業の合理化、効率化に努めてまいります。 

 また、栃木県が中心となり、栃木県内の市・町が協力して進めている水道事業の広域連携に

おきましても、水道事業の効率的かつ安定的な運営に資するものと考え、積極的に取り組んで

おります。 

 次に、大口需要者の地下水への切りかえの問題につきましては、現時点においてその動きは

認められておりませんが、今後においては、経営において大きな問題であることから、そうい

った流れもあることを十分理解し、他事業体の状況等には注意を傾注して取り組んでまいりた

いと思います。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  １番青木議員。 

○１番（青木敏久）  では、最初から。ツイッターについては十分理解の上、例えばきょう

なども台風が来ていますので、そういう発信も含めて１４０文字ですので、１回ツイッターに

入ったら、ホームページに飛ぶと二重手間になってしまうので、今、利便性を求めているので、

簡単なツイートでできて魅力度アップにつなげていただければありがたいと思います。 

 ふるさと応援寄附金について再質問させていただきます。この寄附金については、本市とし

ては返礼品競争といいますか、ほかよりもいいものを開発したりして競争の中で勝ち抜いて寄

附金を多く集めていくのか、それとも本来の趣旨というか、本市を応援してくれる人、返礼品

ではなく純粋に本市の成長なりを応援してくれる方のために、謝礼程度のもので済ませるのか、

大きく言うと２つに道が分かれると思うんですが、このまま競争で勝ち抜いていくのか、それ

とも純粋に顧客を多少減少しても求めていくのか、どういう姿勢なのかについてお伺いします。 

 シティプロモーションについては、ふるさと大使については、今まで顔が、全然どなたがな

っているかというのも存じ上げていなかったものですから、今後、任命においては、顔の見え

る形でお願いしたいと思います。 
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 また、地域おこし協力隊については、過日下野新聞にも、本県のイメージということで「特

にない」ということが載って、私もちょっと衝撃だったんですが、地域おこし協力隊の協力を、

隊員を集めるのに本市または本県のイメージがないので、かえってイメージを広めるべく協力

していただく方が集まらないという現象が起きていると思うので、これについても一生懸命、

魅力度アップのために協力いただける観光協会と一緒になってやっていただければと思います。 

 それから、有害鳥獣については、イノシシに少子化とかあればいいんですけれども、イノシ

シは多産で、かつては１頭、２頭しか昔は産まなかったのに、今はブタに近くて、１回でお腹

の中に６もその余も子どもが入っているということで、年に２回ぐらい出産すると、どんどん

爆発的にふえていってしまうと思いますので、知恵を絞って対策に当たっていただきたいと思

います。 

 市営住宅、水道事業、この辺については了解いたしました。 

 あと、そばについてですが、ブランド力アップというのは、要するに生産力アップというふ

うに捉えてよろしいわけでしょうか。その点について再度お伺いいたします。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  石川総合政策課長。 

○総合政策課長（石川 浩）  ふるさと応援寄附金についての競争をしていくのか、またふ

るさとの応援か、どちらの方向かということですが、両方です。 

 基本的には、総務省の今回の制度改正がありまして、いわゆるＰＲはするなということでご

ざいますので、ＰＲはできませんが、ただ、競争力に勝てるような品物があるというのは強み

だと思っております。なおかつそれで、ふるさとを応援してくれればいいことなので、どちら

かと言うよりは、両方を目指していきたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  大鐘農政課長。 

○農政課長（大鐘智夫）  八溝そばのブランド力ということですけれども、やはり市内にも

各そば、いろいろな名産、ブランド力に力を入れているところがあります。やはり八溝そばに

つきましては、良質だということで評価を多く得ています。 

 しかしながら、八溝そばを買えなくても、買いたいときに買えないということであれば、ブ

ランド力が下がってしまう。買えないものを願っても、やはりそういったところでマイナスの

イメージになってしまいますので、できるだけ供給を考慮しながら、同時にブランド力を上げ

ていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  １番青木議員。 

○１番（青木敏久）  おおむね了解しました。以上です。 
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○議長（沼田邦彦）  ２番興野議員。 

○２番（興野一美）  おはようございます。よろしくお願いします。 

 まず、行財政報告書の１２７ページ、風疹予防接種についてです。平成２９年度より接種率

は上がっていますが、１７.２％というのは低過ぎるのではないかと思います。原因はわかる

範囲内で答弁願います。 

 決算書の１０９ページ、予防費の委託料、不用額３０１万７,０００円とありますけれども、

内訳を伺います。 

 続きまして、報告書１４０ページ、不妊治療助成について２０件とありますが、少ないよう

な気がします。この制度自体の周知が足りないのではないか、伺います。 

 次に、報告書１７０ページ。今、青木議員も同じ質問のような気がしますけれども、違う方

向から、イノシシについて。捕獲頭数１７１頭とありますけれども、主な捕獲方法は。わかる

範囲内でお願いします。また、巻き狩りでは１２日間で３頭とのことだったんですけれども、

無駄ではないか、伺います。 

 決算書の１３３ページ。昨年も同じような質問をしたんですけれども、第９弾のプレミアム

付商品券の発行事業です。１,５００万円もの公費を使っているものの、最終的な換金商店の

把握はできているのか伺います。 

 決算書の１３９ページ、大松・八溝・富谷橋維持管理費負担金。那珂川町と３００万円ずつ

という話なんですけれども、今年は大松橋の改修工事だったんでしょうか。伺います。 

 行財政報告書の２０９ページ、学校給食センターについて。食材は地産地消に取り組んだ給

食を提供しましたとありますが、市内地場産の割合はいかほどなのか、伺います。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  水上健康福祉課長。 

○健康福祉課長（水上和明）  まず、行財政報告書１２７ページの風疹予防接種の中の接種

率の件でございます。予防接種ですが、対象者のうち風疹の抗体のない方が予防接種をするこ

とになります。風疹抗体を保有している方は予防接種をする必要がありませんので、接種率は

あくまでも参考にしていただければと思います。 

 続きまして、決算書１０９ページ、予防費委託料の不用額の内訳ですが、高齢者の予防接種、

インフルエンザとか肺炎球菌の予防接種費ということで１７８万５,０００円、残りが子供の

予防接種費ということになっております。 

 内容は予防接種後、医療機関から請求される接種料金ということで、医療機関によっては会

計年度ぎりぎりの請求とか、また予防接種ということですので、余裕をもって予算を確保して

いるということで、不用額が出てしまうということになります。今後はできるだけ少なくなる
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努力をしていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  川俣こども課長。 

○こども課長（川俣謙一）  行財政報告書１４０ページの不妊治療助成制度の周知が足らな

いのではないかとの質問にお答えいたします。 

 本市では、不妊に悩む御夫婦の経済的及び精神的負担の軽減を図るため、保険適用外の不妊

治療に要する費用の一部を助成する不妊治療助成事業を平成１９年度から実施しております。

この事業の周知につきましては、子育て応援ブックやお知らせ版に掲載するとともに、保健福

祉センター内での掲示や市のホームページに常時掲載するなど、周知を図っております。 

 また、母子保健に関する相談窓口でもある、こども課において、保健師が随時不妊に関する

相談に応じております。今後も不妊治療を必要とする市民にできる限り助成できるよう、継続

して周知徹底をしてまいります。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  大鐘農政課長。 

○農政課長（大鐘智夫）  巻き狩りについて御質問をいただきました。主な捕獲方法という

ことですが、こちらは主にわなと狩猟の方法で実施をしております。 

 それと、無駄ではないかということなんですけれども、巻き狩りについては、捕まえるとい

うだけが目的ではございません。追い払いの効果というものも期待をしているものですので、

こういった地道な努力で、イノシシが１頭ずつ減っていくものだと思って、それを信じて巻き

狩り等をしております。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  決算書１３３ページ、第９弾商品券発行事業については、

商工業の活性化と地域経済の活力を推進することを目的に商工会が行った事業に対し、市は補

助金を交付するという形で支援しているものでございます。補助事業の実績報告の際に、業種

別の換金状況について報告を受けております。 

 また、参考として個別の店舗ごとに、換金状況に関する資料についても提供を受けておりま

すので、換金商店の把握はできる状況となっております。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  それでは決算書の１３９ページ、下から３行目の大松・富

谷・八溝大橋の維持管理費、２８４万３,４８８円について御説明申し上げます。こちらは那



令和元年第３回９月定例会 第５日 

－298－ 

珂川町と協定を結んでいる市町の境界上にある橋の、上流から八溝大橋、大松橋、富谷橋と

３つの橋がありまして、管理者は那珂川町で、私どもが負担金を払うという協定を結んでおり

ます。 

 今回の決算の中身ですが、こちらは３つの橋の照明の電気代、３つ合わせて大体５０万円ぐ

らいなんですけれども、その電気代と照明の維持修繕ということで５０万円。それと大松橋の

橋梁長寿命化工事を行いました。こちら橋面の舗装でございます。こちらの工事代の約

９００万円なんですが、国からの交付金を受けていまして、その裏負担分の２分の１というこ

とで、金額で申しますと約２６０万円。ですから、電気代が２５万円、橋梁の工事の負担金が

２６０万円で合計２８０万円という内訳になってございます。 

○議長（沼田邦彦）  神野学校教育課長。 

○学校教育課長（神野久志）  それでは、給食食材における市内地場産の割合という御質問

についてお答えいたします。こちらにつきましては、給食で使用した生鮮野菜の食品数に対し

て、市内産の食品数の割合ということでお答えいたします。平成３０年度におきましては、

２８.１６％でございました。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  ２番興野議員。 

○２番（興野一美）  再度、質問させていただきます。 

 風疹の予防接種については、やっぱり日本から風疹・麻疹をなくして、自分が風疹にかかっ

ている、妊娠中の女性にうつしてしまうことも考えられます。ぜひ予防接種を受けるよう周知

をお願いいたします。 

 予防費委託料、これは予防接種者の減少とは別なんでしょうか、伺います。 

 不妊治療の助成についてですけれども、割に男性は女性の責任にして、男性には余り責任は

ないんだと考えている人も多いかもしれないですけれども、今の時代、男のほうが問題が多い

場合もあるという話も聞いています。 

 ちょっと牛のことについて話させてください。今、牛なんかは屠場で屠殺しますよね。その

ときに卵巣を摘出して、原子卵胞を培養して体外受精させて、凍結受精卵で販売などもしてい

ます。やっぱり人間の不妊治療はそれよりもはるかに進んでいると思うんです。ですから、ぜ

ひこの制度の利用促進を望みます。これに対してのお答えは必要ないです。 

 それと、イノシシのことですが、巻き狩りの補助金は決算書には出ているのか、お答えくだ

さい。巻き狩り、追い払うと言いますけれども、生きている分にはすぐ戻ってくると思うので

す。イノシシはお利口さんなので。ただイベント的な行事として予算を使ったのではもったい

ないような気がするんですけれども。その分を報奨金に回したほうが、少しでもとった方に余
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計に入ればいいのではないかと思います。これについての見解を伺います。 

 商品券については了解しました。 

 それから、橋の維持管理費ですけれども、富谷橋が相当傷んでいると思うので、今年度あた

り改修工事ができるのかどうか伺います。 

 給食の地産地消についてですけれども、やはり２８.１６％は相当少ないと思うのです。や

はり直売所とのネットワークを構築するべきなのではないか、伺います。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  水上健康福祉課長。 

○健康福祉課長（水上和明）  まず、予防接種者の数ということで再質問がございました。

私のほうから高齢者の予防接種者の数ということでお答えさせていただきますが、数は前年度

に比べてもほぼ横ばいということになっております。 

○議長（沼田邦彦）  川俣こども課長。 

○こども課長（川俣謙一）  同じ質問の内容なのですが、こども課においても予防接種に係

る委託料につきましては、１０種類以上の予防接種の業務委託を行っております。種類により

まして、想定よりも少なかったり、想定よりも多かったりというのがあるので、一概に減った

かふえたかというのは申し上げられないところですが、種類によってふえたり減ったりしてい

るということで、よろしくお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  大鐘農政課長。 

○農政課長（大鐘智夫）  巻き狩りの補助金ということですけれども、年間を通しまして猟

友会のほうに業務委託をしております。約７０万円ほどの業務委託料で対応させていただいて

おります。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  富谷橋の補修についてお答えします。こちらは法定点検で、

いわゆる橋梁点検、人間でいえば人間ドックのような点検を一度行っております。こちらは法

律に基づいて点検しているんですが、その法定点検の結果、中身的にまだダメージを受けてい

ないという判断を受けていましたので、大松橋のほうを優先して今回やったということでござ

います。今度また一周しましたので、法定点検というのをもう一度やりますので、そちらの結

果次第で大規模修繕等ができるかどうかというのは、今後の課題となります。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  神野学校教育課長。 

○学校教育課長（神野久志）  地場産の食材の利用率の向上についてということで、直売所
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さんたちとのネットワークの構築等につきましては、既に市内でもＪＡ、それから直売所のほ

うからの野菜等の購入も行っておりますことから、この向上につきましては、献立の内容等に

よる場合もございますが、今後、少しでも向上につながるよう現場のほうと検討を進めてまい

りたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  ２番興野議員。 

○２番（興野一美）  １点だけ再質問させていただきます。やっぱりイノシシのことなんで

すけれども、栃木県からははるかに遠いところで豚コレラなども相当な数が出ていますけれど

も、やっぱり一番捕獲するのがいいのかなと思っています。７０万円近い補助金を報奨金に回

したほうがはるかにいいような気がしますけれども。これだけ、この１点についてお答えくだ

さい。お願いします。 

○議長（沼田邦彦）  大鐘農政課長。 

○農政課長（大鐘智夫）  報奨金にということですが、よしあしを内部で話し合いまして、

検討させていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  ほかにございませんか。 

 ３番堀江議員。 

○３番（堀江清一）  私は決算書のみで。１１９ページの農業委員会の消耗品費の項目が何

点かあるのですけれども、それの内訳を。 

 それと１２５ページ、畜産担い手育成総合整備ということなんですが、内訳をお願いしたい

なと。同じく新食肉センター整備支援事業ということで支払われておりますが、各自治体の負

担金というのはどのようになっているのか、金額はどのようになっているのかお伺いしたいと

思います。 

 それと１３９ページの中段より少し上に、登記申請書作成委託料というのが９７万

２,０００円あるんですが、これは作成料のみなのか、申請料というのは発生していないのか、

ちょっとお伺いしたいと思います。 

 あと１４３ページ、真ん中辺に立地適正化計画策定業務委託、またその下に烏山駅周辺まち

づくり構想策定業務ということがありますが、内容はどのようなものなのかをお伺いします。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  大鐘農政課長。 

○農政課長（大鐘智夫）  決算書１１９ページの消耗品ということで質問をいただきました

ので、内訳等をお答えさせていただきたいと思います。４つあるんですが、何分消耗品ですの

で、細かいところまで入りますので、主なものだけを述べさせていただきたいと思います。 
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 まず、農業委員会の運営費。こちら６２万６,６７９円でございます。主なものといたしま

して、昨年度新しく農業委員さんもかわりましたと同時に、最適化推進委員の方々もふえまし

たので、そういった方々の作業服が３４万８,７７３円となっております。それに伴いまして、

農業委員会の印章と最適化推進委員さんの印章、そういったものも購入しております。 

 それと全国農業新聞もこちらの項目から支出をしております。 

 続きまして、国有農地等管理処分事業事務取扱事業費、こちらの消耗品は、６万

６,０００円の支出をしておりますが、こちらも主なものといたしまして、農地法の実務解説、

そういった書籍代、こちらに支出をしております。それと平成３０年度の農政資料の購読料と

いったものも支出をしております。 

 次に、農業者年金の事務費、こちらは２８万３,０４４円支出しております。こちらにつき

ましては農業者年金のパンフレット四種類を作成しております。 

 そのほかに、消耗品の中では、ラベルシールとかブックエンドとか、そういった事務用品を

購入しております。 

 それと機構集積支援事業費、こちらの消耗品は２３万７４２円でございますが、農地パトロ

ールの際の必要経費といたしまして、マグネット用の板とか、それと農業委員さん、最適化推

進委員さんの活動の際に必要なマニュアルとか研修用のテキスト、そういったものも支出をし

ております。 

 続きまして、１２５ページ、畜産担い手育成総合整備事業につきまして説明をさせていただ

きます。 

 どのような内容で使われているかということですけれども、大まかに言えば、新たな担い手

の方々に対して使う事業でございまして、平成３０年度につきましては市内４カ所の畜産の担

い手の方々の事業に対して補助等をしております。 

 事業の内容としましては、草地整備、こちらの改良、それと家畜保護施設の整備、家畜排泄

物処理施設の整備等の実施をしております。合計で９,１０３万８,４００円の事業をしており

ます。 

 続きまして、同じく１２５ページの新食肉センター整備支援事業費につきまして、自治体の

割り当ての金額はということですけれども、こちらは新しく食肉センター整備、現在３つの食

肉センターが県内にございまして、そちらが老朽化したということですので、新しく芳賀町に

新設するものでございます。こちらの事業主体は県の畜産公社が主体となりまして、その負担

としましては県と市が負担をすることになります。割合としましては、県と市で４対１の割合

ということになります。こちらの市というのは県内の自治体ということになります。 

 さらに市町の割合の１の部分ですけれども、これにつきましては、かかる費用に対しまして
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自治体の人口割で各負担金の額を計算しております。総額の事業費に対しまして、那須烏山市

の割合は約８００万円となります。平成３０年度につきましては、２８４万６,０００円を負

担金として支出をしております。こちらは平成３１年度で終了となる３カ年間の事業費の負担

ということになります。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  それでは私のほうは１３９ページ中ほどの登記申請書作成

委託料について説明申し上げます。 

 こちらの費用につきましては、過去に用地を取得して工事をやって、かなり年数がたってい

る箇所の未登記処理の事務費でございます。通常、現在やっている事業ですと、用地を買って

登記をして、それで工事をやるんですが、何らかの原因がありまして未登記だったという案件

につきまして、新たに測量その他、登記に必要な書類等を委託する費用でございます。 

 参考までに、３カ所ということでございます。 

 次に、１４３ページ中ほどの立地適正化計画策定業務委託、こちらは国の交付金をいただき

まして、今現在立地適正化計画を作成する業務委託の２年目でございます。２年目の費用で、

内容としましてはまちづくりの方針、都市の骨格構造の検討、誘導区域、誘導施設の検討と今

後の進め方の推進の検討という項目につきまして、国土交通省関東整備局と、栃木県都市計画

課の指導に基づいて作成をした業務委託料の費用でございます。 

 その下の烏山駅周辺まちづくり構想策定業務委託は、立地適正化計画につきましては、その

計画する費用について国の交付金等の手当があるんですが、その交付金の対象にならない事業

を同時に計画しなくてはいけなかったものですから、烏山駅周辺まちづくり構想策定業務委託

ということで、こちらは内容的には、要するに烏山駅周辺にこれから公共施設等をどういうふ

うに配置したらいいかという業務委託料でございます。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  ３番堀江議員。 

○３番（堀江清一）  農業委員会の消耗品費の件ですが、作業服というのが三十何万円か計

上されていると思うんですが、これは消耗品費という扱いでなく、下に燃料費という項目もあ

りますから、作業服という項目を入れ込んでもいいのかなと、一般平民、私はそう思ったもの

ですから、どうなのかなと思いました。笑われてしまいましたけれども。 

 次に、畜産担い手育成総合整備費、結構な金額を使われております。那須烏山においては畜

産農家とか、結構、今後はふやす必要があるのかなと思います。というのは工業誘致よりも、

そういった担い手をふやしていただいたほうが有効かなと思いますので、そちらをぜひ進めて
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いただければと思います。 

 それから、食肉加工センターの件は、人口割ということで了解しました。 

 １３９ページ、登記申請作成委託料、これは先ほど言ったのは作成するだけの金額なんです

ね。申請とかそういった手数料ではないということですか。 

 １４３ページ、立地適正化計画策定業務委託、あと烏山駅周辺まちづくり構想策定業務とい

うことですが、何か内容を聞きますと、中身は実際に会議とか打ち合わせとか検討とか、そん

なような意味合いに聞こえたんですが、実働として例えばこれをやりましたとかという案件が

あるのか、ちょっとお伺いしたいなと。そこそこのお金がかかっているので、会議費だけでは

ないとは思いますので。 

 済みません、そんなところで、もう一度、よろしくお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  大鐘農政課長。 

○農政課長（大鐘智夫）  先ほど消耗品の中で作業服という欄を設けたらというお話でした

が、こちらにつきましては支出の科目ごとにまとめて表示をしております。そちらの設け方と

いたしましては、地方財政法とかそういったことに則っての記載になっておりますので、それ

にしたがっての記載になっております。御了承いただければと思います。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  登記申請委託料ですが、こちらは先ほど申したように、過

去に用地を取得して、何らかの理由で工事をやったんですが未登記だったものを、今度、登記

をするために、現地のほうの測量、それといろいろ周りの地権者等の調整ということで、法務

局に出す前の段階の資料を専門業者に委託する費用でございます。申請するのはあくまでも那

須烏山市が法務局のほうに申請するということでございます。 

 次に、立地適正化策定業務委託と烏山駅周辺まちづくり。こちらは図面とかいろいろな資料

を収集しまして、国の指導を受けまして報告書をつくるという業務でございます。ですから、

成果品としては報告書があるということでございます。 

 ただ、立地適正化につきましては、３年計画のこちらは２年目のことで、先日も説明したと

思うんですが、今年度が最終年度ということで、そちらの中身についても、またこれから新た

に、ことしがまとめの年なものですから、もう一度、国と栃木県の指導を仰いで、今年度、最

終的な成果品ができるという内容でございます。 

○議長（沼田邦彦）  ３番堀江議員。 

○３番（堀江清一）  消耗品に関しては私の能力不足で、大変失礼いたしました。 

 あとはおおむね了解しました。 

 以上です。 
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○議長（沼田邦彦）  ここで暫時休憩いたします。再開を１１時とします。 

休憩 午前１０時５１分 

 

再開 午前１１時００分 

○議長（沼田邦彦）  休憩前に引き続き再開いたします。 

 質疑はございませんか。 

 ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  ４番荒井です。私から何点か質問させていただきます。 

 まず、行財政報告書の３１ページ、公式ホームページ特設サイトのほうです。市のほうで山

あげ祭特設サイトと、定住促進特設サイト「なすからいふ」とあるんですけれども、それと商

工観光課のほうは委員会の質疑のほうでも言わせていただくんですけれども、サイトが分散さ

れて、余り連携がうまくいっていないんじゃないかと思うんです。こちらの実務上の不便な点

だったりとか、このサイトを何年ぐらい使い続けたいのかとか、改善すべき点について教えて

ください。 

 それと、決算書の５５ページに関連して、サイトプログラムの修正、対応修正とあるんです

けれども、こちらの費用というのは都度で払っていらっしゃるのか、定額で払っていらっしゃ

るのかという点について御質問いたします。 

 次に、行財政報告書の４９ページの定住支援です。市のほうで子育て世帯応援支援移住促進

住宅取得奨励金と、あと５０ページのほうに定住促進住まいづくり奨励金とありまして、こち

らのほうの申請件数が、こちらは住宅に関する補助なんですが、もう一つ、５０ページに若者

定住促進家賃補助金とあるんです。こちらは賃貸のほうの、若者に対する定住の補助金なんで

すが、家賃補助金のほうは申請件数が前年から比べてもふえているものの、住宅に関するもの

というのは、制度も変わってはいると思うんですけれども、減少に転じております。こちらに

対して考えられる要因と見解について教えてください。 

 次に、行財政報告書の５８ページ、一番下にメンタルヘルス講座とあります。あと決算書の

５１ページのほうに、あわせてメンタルヘルス研修とあるんですけれども、研修と講座の違い、

前にも質問あったかもしれないんですが、こちらの違いについて教えていただきたいのと、予

算については現在十分に取れているものなんでしょうか。 

 次に、行財政報告書の２２３ページの若者交流事業です。いろいろな婚活のような支援、交

流事業の支援をやっているようなんですが、参加希望者に対して規模や予算は適切なのでしょ

うか。そちらについて教えてください。 

 次に、決算書の６３ページです。ページの下のほうから、ローカルベンチャー育成事業人材
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育成業務や、協力隊インターンシップ、次のページで週末インターンシップとあるんですが、

こちらの事業内容と、手応えについて教えてください。 

 次に、決算書７１ページ、定住促進対策費のほうです。ＮＰＯふるさと回帰支援センターと

あります。こちらもやはり前にも質問あったと思うのですが、市として今どのように関係して

利用しているのか。これに関して１０月２９日に都内で、隣の那珂川町がセミナーを行うよう

なんですが、本市ではそういった企画だったりとかはあるのでしょうか、そちらについてお伺

いいたします。 

 次に、行財政報告書の２１６ページの英語コミュニケーション事業です。さまざまな研修を

行っているんですけれども、そもそも英語教員のほうで検定の保有だったりＴＯＥＩＣだった

り、そういう資格試験等の成績等を把握していらっしゃるのでしょうか。また、それらの資格

取得等に対して、受験やそれを学ぶための留学等の推進だったり、支援というものはあるので

しょうか。そちらについてお伺いいたします。 

 次に、これはちょっとどこに載っているかわからないんですけれども、市のほうで出ている

那須烏山市随意契約結果一覧表というのを、私、拝見いたしまして、そちらの番号２３に郵便

料金計器の保守業務委託というので１４６万７,０７２円というのが書かれているんですが、

ちょっとこれ私よくわからないのですが、こちらはリースなのでしょうか。どれぐらいの頻度

で来るのか、価格も適切なのかについて教えてください。 

 次に、やはり随意契約結果一覧表の番号８７番で、健康福祉課さんのほうで緊急通報装置貸

与事業とあります。要保護者さん宅に置いてあるＡＬＳＯＫの、何かあったときにボタンを押

すとＡＬＳＯＫだったり、警備会社の方が来られる機械だと思うんですけれども、こちら現在

何台貸与中、稼働中で、利用実績はどういったものがあるのでしょうか。そちらについて教え

てください。 

 それと最後に、こちらの随意結果一覧表というのを見ていて思ったんですが、見積もり合わ

せと契約の相手方を決定した理由というところで、「見積もり合わせ」という言葉がよく出て

くるのですけれども、こちらに見積もり合わせをした会社数も明記すべきではないかと思うん

ですが、そちらについて教えてください。お願いします。 

○議長（沼田邦彦）  石川総合政策課長。 

○総合政策課長（石川 浩）  それでは順番に。 

 行財政報告書３１ページのホームページのことについてでございます。サイトが多く分散さ

れて、連携がうまくなっていないんじゃないかという御指摘でございます。サイトが確かに多

いかなという気はしますが、逆に言えば、すぐにそこのサイトに飛べるのでいいんだという方

もいらっしゃるということで、実務上の不備な点は現在は感じていないところでございますが、
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今のホームページは結構長い期間使っておりますので、契約が令和２年までになっております。

来年見直しをかけて令和３年からリニューアルする予定で、現在検討をしているところでござ

います。 

 また、決算書５５ページのサイトプログラムの修正でございますが、こちらにつきましては、

空き家情報プログラムと暮らしぶり等のコンテンツのプログラムの修正版で、定額といいます

か、１回きりだけであとはかからないというものでございます。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  それでは、行財政報告書４９ページ、５０ページの子育て

世帯応援・ＩＪＵ促進住宅取得奨励金交付、それと定住促進住まいづくり奨励金交付、この件

からお答え申し上げます。 

 まず、定住促進住まいづくり奨励金につきましては、平成２５年度から５年の時限立法とし

て成立したものでございます。したがいまして、平成３０年度の分については、３０年３月

３１日までに申請のあった方を、翌年度、経過措置として交付したものでございます。したが

って、平成３０年度からは子育て世帯応援・ＩＪＵ促進住宅取得奨励金という新たな制度をま

ず実施したということを御理解願いたいと思います。 

 その中で、定住促進住まいづくり奨励金につきましては、年齢制限を見直したという経過が

ございます。というのは平成２８年、２９年、子育て世帯を応援するほうに特化しようという

ことで、シティプロモーション基本方針というのを定めた結果、子育て世帯のほうに視点を向

ける制度を確立していこう。また、これにつきましても３年間の時限立法となっておりますの

で、令和３年度からはさらに新たな住宅政策として、一貫した何か展開が生めないかというこ

とで、現在検討しているところでございます。 

 年齢要件を見直した大きな要因としましては、従来の定住促進住まいづくり奨励金につきま

しては、どの年代でも家を建てれば全ての方に奨励金を交付していたというもの。子育て世帯

につきましては、４９歳以下の世帯が家を建てたとき、中古住宅を買ったときに奨励金の交付

対象になる。したがって５０歳以上の方々については、平成３０年度からは受けられなくなっ

たというのが大きな減の要因となってございます。 

 ただし、５０歳以上の中でも、６０歳以上の方が申請する方が多かったものですから、そう

いったところからいうと、在住者の６０歳以上に対して交付金等を奨励するのはいかがなもの

かというような御指摘も、常任委員会等々では意見を受けていたものですから、若者に特化し

たということで、このような状況になったということでございます。 

 それと、５０ページの若者定住促進家賃補助金につきましては、平成２８年度からやはり
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３年間という時限立法で行っているものですが、年々周知がされてきて、申請件数が多くなっ

たというものでございます。平成３０年度をもって最終年度となりましたので、最後には少し

駆け込みもあったのかなと感じております。 

 続きまして、決算書６３ページ、ローカルベンチャー育成事業に係る費用、協力隊インター

ンシップ、週末インターンシップについてお答えいたします。 

 まず、ローカルベンチャー育成事業につきましては、地域おこし協力隊が平成２８年１０月

に我が市に採用されまして、全く何もわからない状態で起業支援を行っていくということから、

栃木県内では独自性のある取り組みということで那須烏山市が最初になりましたが、そういっ

た方々の育成事業に特化するような事業としてサポートしたものでございます。 

 今後、起業に向けて事業計画、マーケティング、資金計画、そういったものを策定する支援

として、ずっと続けていたものでございます。手応えとしては、起業のために必要な知識をや

はり習得することができた、また隊員それぞれの悩みについてケアすることができたというよ

うなところが大きな手応えであります。 

 協力隊のインターンシップについてでございますが、平成３０年８月４日、８月５日、移住

体験ツアーということで、協力隊の２期生の採用募集に向けても、あわせて事業を実施しまし

た。参加した者は５名。そのうち２期生の採用試験に応募する方がいました。実際にはこちら

の意図するものと応募してきた方の意図するものが合わなかった結果、昨年度は見送ったとい

う経過がございます。 

 続きまして、週末インターンシップについてでございます。今年の２月１７日、２月１８日、

移住体験ツアーというものを実施しました。都内の大学生が参加して、参加者は５名でありま

したが、市内のまちづくりを積極的にやっていらっしゃる団体と交流しながら、そのほかに帰

農志塾や島崎酒造、また堀ノ内というデイサービスなどを見学しながら、若者にとって魅力あ

る体験ツアーが実施できたものと思っております。 

 ただし、こういった事業を通しながら考えていることは、その後、どのようなサポートをし

ていくのか、見せ方をしていくのか、関係人口をどうつくっていくのか、その点が非常に課題

だと感じております。 

 最後に、決算書７１ページ、ＮＰＯふるさと回帰支援センターでございます。これについて

は、東京に全国の都道府県または参加する市町村が加盟したＮＰＯふるさと回帰支援センター

というものがございます。そちらに関しては、我が市におきましても、移住相談に関する情報

提供、連絡、また移住相談会の無料開催、そのほか移住、定住業務、新任者研修など行ってお

りまして、昨年度につきましても、本市としても独自の事業を開催してございます。 

 今年度につきましては、開催は今のところ予定しておりませんが、今後必要に応じて対応し
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てまいりたいと思っております。栃木県ではなく全国の移住相談に来る方が一堂にそこに来ま

すので、いろいろな情報を得られるということで、非常に手応えを感じているものでございま

す。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  私のほうからは決算書５１ページ、メンタルヘルス研修、行財政

報告書の５８ページ、メンタルヘルス講座、この２点についての回答をしたいと思います。 

 決算書記載のメンタルヘルス研修につきましては、市独自の開催の研修でございまして、セ

ルフケア研修と所属長研修ということで課長の研修を行ったものでございます。 

 行財政報告書に記載の講座につきましては、これは職員が各研修に参加したものを記載した

ものでございまして、栃木県の市町村振興協会が開催する研修の名称でございます。講座とい

うのは、大体、特定の専門職の知識の養成関係を講座という名称を使っていることが多いです。 

 次に、郵便料金計器の保守業務委託関係でございますが、これは４年間の長期継続契約でこ

の金額が出ております。平成３０年度につきましては、出張での修理等が何もなかったもので

すから、支出のほうはゼロでございます。ですから、決算書のほうには載っていないというこ

とになります。 

 ちなみに機械のリース契約につきましては、決算書の５１ページの一番上にリース契約とし

て９２万１６０円ほど掲載しているところでございます。これは５年のリースになっておりま

す。 

 最後に、見積もり合わせの会社数も明記すべきではということでございますが、これは建設

工事に係る入札及び契約の公表に関する法律から規則をつくっておりまして、その規則の中に

掲載する内容が載っております。それに基づいて契約の内容を書いているものでございますが、

見積もり状況調書というのは、別に見積もりのたびにつくっております。これにつきましては

情報公開で、一般的な公表ではなくて情報公開に基づいて公表しております。こちらには金額

とか業者名とかが全部入っておりまして、ちなみに行財政報告書の６７ページのほうには、そ

ういった情報公開が出たものについても掲載しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  水上健康福祉課長。 

○健康福祉課長（水上和明）  私のほうからは緊急通報装置貸与事業について、その貸与数、

利用実績ということでお答えさせていただきます。 

 この事業につきましては、決算書では８９ページ、行財政報告書では１２０ページに掲載し

てございます。貸与数は３月末時点で２６台となっております。利用実績としましては、利用
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者からの通報件数は年２３０件で、体調不良による通報が１０件、相談が６６件でした。 

 また、コールセンターからの発報は６８３件ございました。 

 携帯電話も普及しておりますが、この事業はボタン一つで簡単に専門職につながるサービス

でございますので、特に高齢者が在宅で安心して過ごせる上で役立つものであると考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  神野学校教育課長。 

○学校教育課長（神野久志）  行財政報告書、２１６ページの英語コミュニケーション事業

について、２つの御質問についてお答えいたします。 

 まず、１点目の教員の検定の保有、ＴＯＥＩＣの成績等の把握はしているかという点につい

てですが、こちらについては今現在、全員の状況を把握しているという状況ではございません。 

 しかしながら、教育課程特例校の特区の指定を受けた関係で、英語コミュニケーション科と

いう形で小学一年生から英語の取り組みを行っているところから、教員の英語力については気

を配って、人事のほうは配置している状況でございます。 

 特に、新規採用の教員については、英語検定の級やＴＯＥＩＣの点数が自己アピールの部分

で盛り込まれておる状況から、配置の際には参考ということで考慮している状況でございます。 

 ２点目の受験や留学等の推進、支援はあるかという点についてお答えいたします。こちらに

つきましては、英語検定の支援については特に行っておりませんが、内地留学につきましては、

英語を希望する教員について優先的に推薦をしております。 

 また、資格の保有とかＴＯＥＩＣの優秀な成績は、確かに英語を教えるという中では、大き

い意味をなすところではございますが、実際、本市の英語コミュニケーション科の中では、や

りとりや相互作用ということでインタラクションという力の充実ということで、豊かなコミュ

ニケーション能力の育成を目指しているところから、やはり子供の言葉や思いをうまく引き出

して、やりとりをする技術を身につけるという点を、今は取り組んでいる状況でございます。 

○議長（沼田邦彦）  菊池生涯学習課長。 

○生涯学習課長（菊池義夫）  決算書１８３ページ、行財政報告書２２３ページの若者交流

事業についてお答えいたします。時間がないので簡潔に申し上げます。 

 行財政報告書の２２３ページをごらんいただきたいと思います。若者交流事業として中段以

下に４つの事業の結果が載ってございます。議員御指摘の参加者に対する規模でございますが、

やはり主催は、例えば関係団体、農業団体とか横枕の青年団とか、RADIO BERRYとか、一番下

はとちテレなんですが、こういった事業を実施してまいりましたが、事業を実施するほうの募

集の場所によって、やはりキャパがいっぱい入れないとか、そういう理由から定員が多く募集
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できないという部分でございます。 

 あと、予算規模については、いろいろ課題もあるかとは思いますが、これが今年度からこど

も課のほうに所管が移っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  ４番荒井議員。 

○４番（荒井浩二）  まず、ホームページの件なんですけれども、実際、「なすからいふ」

だったりとか、そういうところでも内容が不十分な点があったりとか、横の連携とか、各課に

横断しているのでうまくサイトの連携がとれていなかったり、リンクがうまく張られていない

のかなというところがあるので、そちらに対して、今後、ホームページの更新があるというこ

となので、改善を要望したいと思います。 

 次に、定住促進です。若者定住家賃補助が今年度で終わりということなんですけれども、こ

ちらは非常に人気のある事業だと。私も実際に関係しているんですけれども、自分で仕事でか

かわってはない人にも、引っ越してきたんだという方に、こういう補助金があるよなんて紹介

したりもするので、可能であれば継続していただければと思います。 

 それから、メンタルヘルスの件は了解しました。 

 次に、ちょっとまた順番が変わってしまいますが、若者交流事業の件です。先ほど課長から、

キャパシティーだったりとか、そういった面で課題があるということなんですが、私、今年、

RADIO BERRYでやった２月１１日のものを見学しに行ったんですけれども、こちら参加者

３７名とあるんですが、実際には６０名ほどの応募があって、その中から人を抽選で減らして

何とか、あちらの事業者の規模もあったとは思うんですけれども、実際に希望している方が出

られていないという実情もあったりとか、あと、現場で実際に携わっている方が、ちょっとお

金も足りないんじゃないのかということもおっしゃっていたので、こちらに関しても改善を検

討してみてください。 

 次に、ローカルベンチャーの件はわかりました。 

 あと、ふるさと回帰センターですが、もう時間もないんですが、那珂川町のほうでそういう

セミナーをやるということなんですが、那須烏山市のほうではどうだったかということに関し

ては、ちょっとお答えいただけなかったのかなと。 

 次に、英語コミュニケーション事業です。説明でおおむね了解したんですが、教員の質の向

上、特に英語能力というのは今後どんどん求められていく時代だと思いますので、こちらにつ

いても、今後、よりよい教育を行えるようにお願いいたします。 

 ８番の郵便料金の件はわかりました。 

 それから、健康福祉課さんの緊急通報装置貸与事業です。こちらは実際に要保護世帯の方の

家に行くと、タオルをかけてあって１回も使ったことがない、必要ないという方もいらっしゃ
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ったりして、こちらは月額３,４５６円かかるので、必要ないところには置く必要ないのかな

と。わかりました。 

 また、随意契約に関してなんですけれども、入札だったり何だかんだ規定はあると思うんで

すが、市内の、市長も創業支援だったり、起業支援に関して、市内にある既存の企業を育てて

いく方向で考えていらっしゃるということなので、スピードが求められることに関しては難し

いかもしれないんですが、商工会だったりとかを通して、市内の企業でこういったことが、こ

の会社でできるんじゃないかと提案して、そういった新たに事業を展開していく可能性をぜひ

模索していっていただきたいということをお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  ＮＰＯふるさと回帰センターにつきましては、昨年９月に

市単独で実施しました。今年度については、現在、予定はされておりません。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  よろしいですか。 

 ５番福田議員。 

○５番（福田長弘）  決算書、行財政報告書について、通告に基づきまして質問をさせてい

ただきたいと思います。 

 まず、決算書の１３７ページ、商工費の公園等観光施設運営費の土地及び施設借上料。項目

のほうは一般観光施設用地借地料ということでございます。ちょっとこの文言の説明と、具体

的な場所等について教えていただければと思います。 

 続きまして、行財政報告書１９２ページ、公害対策事業の表のほうですけれども、これ網か

けがあって、大腸菌群数、基準値１,０００以下、最高で２２万とか、物すごい数字が出てい

るんですけれども、数値をはかったということですが、その後この数値がどのようになったの

かということを教えていただければと思います。 

 続きまして、決算書に戻ります。６１ページ、烏山庁舎管理費のほうで、烏山庁舎女子トイ

レハウスレンタル料ということでございます。いつから設置しているのか、理由もあわせてお

聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして、決算書１２１ページ、とちぎ食の回廊づくり推進事業負担金でございます。八

溝そば街道のほうは、私もかなり承知しているところですけれども、那珂川あゆ街道推進協議

会の負担金がございます。こちらの事業について、那須烏山市の説明をお願いします。 

 続きまして、決算書１４３ページ、都市計画総務費の負担金。栃木県まちなか元気会議とい

うものがあります。これについても、先ほどと同じように、まちなか元気会議の内容の御説明

をお願いしたいと思います。 
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○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  それでは、行財政報告書１９２ページ、公害対策事業の関

係についてお答えします。 

 大腸菌群数ということで、これにつきましては、それ自体が人の健康を阻害するものとして

扱われているわけではない。したがいまして、生活環境項目として位置づけられているという

のを、まずお話ししたいと思います。 

 昨年度と今年度、平成２９年度、３０年度、こちらの網がかかっているとおり、少し大き目

の数値が出ておりますので、今年度につきましては、大きい数が出ているところ、これは年に

２回ほどほかの自治体ではやっているようですが、我が市においては菌が採菌しやすい、この

暑い時期に１回だけやっておりますので、一度調査をかけてみたいと考えております。それに

応じて対応策を検討してまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  私のほうからは決算書６１ページ、烏山庁舎の女子トイレのレン

タル料についてです。烏山庁舎は女子職員が多い割には、今まで１階の階段の下のしか女子専

用で使えるトイレがなかったんです。庁舎を改築してつくろうかとか、いろいろ考えたんです

が、今のところスペースもないし、改築してあと何年もつんだということもありましたので、

とりあえずレンタルでやりましょうということで入れました。平成３０年２月１３日から５年

間の長期継続契約で入れております。これは日額１,５３０円の契約でございます。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  決算書１３７ページ、一般観光施設用地賃借料の場所につ

いて説明します。 

 まず、名称の「一般」なんですけれども、商工観光課所管においては、指定管理施設とＪＲ

大金駅前の観光看板について借地をしております。それと区別するために、「一般」という表

記をさせていただいているところです。 

 こちらにつきましては４カ所あります。まず、１つが龍門の滝公園の入り口の駐車場としま

して、こちらのラーメンショップ「花」の並びに３台分ぐらい駐車スペースがあるんですけれ

ども、そちらになります。もう一つが龍門の滝観光駐車場です。こちらはトイレがありまして、

大型バスが駐車できる大きな敷地になっております。もう一つが観光案内板設置用地としまし

て、市道野上神長線と県道宇都宮那須烏山線のＴ字路の部分に、「龍門の滝」という看板を設

置しております。 
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 最後になりますが、毘沙門山やすらぎの森敷地としまして、筑紫山へ登る山道の東側斜面に

ベンチとか遊歩道を設置してあるところになります。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  大鐘農政課長。 

○農政課長（大鐘智夫）  決算書、戻りまして１２１ページでございます。那珂川あゆ街道

推進協議会事業についての説明ということで、お答えをさせていただきます。 

 まず、こちらの協議会ですけれども、加入団体が市・町が６つ、市・町以外で商工会議所と

か観光協会、漁業組合、そういった団体が２７、そのほかに賛助会員といたしまして、ホテル、

ペンション、食事処、ゴルフ場、商店、そういった方々が３４加入しております。こちらの協

議会ですけれども、市・町が年間５万円、市・町以外の２７団体が５,０００円、賛助会員

３４団体が年間１,０００円ということでいただいております。そのほかに栃木県の漁業協同

組合の連合会、そちらのほうから補助金を約３０万円ほどいただいて、運営をさせていただい

ております。 

 事業内容ですけれども、まず、５月と９月になかがわ水遊園で「那珂川鮎まつり」、それと

「那珂川あゆ街道まつり」というのがございますので、そちらに事務局から出店等をしており

ます。そのほか、管内にありますあゆ釣り大会、そちらにつきましてはイベントの支援等をし

ております。 

 それと、昨年ですけれども、県庁前でありました「とちぎ”食と農”ふれあいフェア

２０１８」、こちらにも大瀬観光やなが出店をしている際の協力をしております。 

 そのほかに街道のガイドマップの作成、のぼりとかエコバッグの作成をしております。 

 事業についての説明は以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  それでは私は決算書の１４３ページ、栃木県まちなか元気

会議について御説明申し上げます。 

 こちらは寂れてしまった中心市街地を活性化に向けてという共通の課題は、栃木県内全市町

村同じなものですから、栃木県の北村副知事を会長としまして、県内の首長、１４の市の市長

と、町では芳賀町と高根沢町の２つの１６団体が会員になっている会議でございます。こちら

は市町村長が会員としてじかに活動をしております。 

 内容につきましては、共通の、これから中心市街地活性化をどういうふうにしたらいいかと

いうことで、具体的に首長を集め研修をしたり、担当者の研修。それと先進地事例の研究、そ

ういったことをオール栃木の段階で、全てやっているということでございます。 

 栃木県のほうとしましては、県土整備部の都市計画課が事務局になっておりまして、構成と
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しまして、総合政策部長、産業労働観光部長、県土整備部長、あと県警本部の交通部長、こち

らも個人の会員となっております。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  ５番福田議員。 

○５番（福田長弘）  御説明ありがとうございました。おおむね理解をさせていただきまし

た。要望ということじゃないですけれども、私の感想を言って終わりにしたいと思います。 

 トイレの件なんですが、庁舎問題、いろいろあります。そういうのも早目に解決できたらな

と思いますので、ぜひいろいろなことを考えていきたいと思います。 

 また、あゆ街道、まちなか元気会議、そば街道は一生懸命やっています。鮎も烏山は有名に

なっておりますので、ぜひそちらのほうも有効な協議会の利用をお願いしたいと思います。 

 まちなか元気会議も、これも那須烏山市、喫緊の課題かと思います。ぜひ会議のほう、有効

な手だてをとっていただければと思います。 

 答弁は結構です。以上で終わります。 

○議長（沼田邦彦）  ６番村上議員。 

○６番（村上進一）  では、事前にお渡ししてあります通告書に基づいて質問します。その

中で、ふるさと応援基金と定住支援は既に御回答いただきましたので、省略します。 

 まず、行財政報告書４０ページの財政分析指標でございます。経常収支比率が９３％と、さ

らに財政の硬直性が増加しております。原因と今後の健全化の取り組みについてお伺いします。 

 行財政報告書１２６ページ、予防事業。高齢者インフルエンザ予防接種の実施状況で、接種

率が減少しております。ＰＲ不足かなと思うんですけれども、減少要因。また、他の市町村と

の対比はどうなっているんでしょうか。 

 決算書２３ページ、児童福祉費負担金、収入未済額が３１０万６,０００円あるんですが、

これは何ででしょうか。 

 決算書７５ページ、賦課徴収収費。委託料４９７万４,０００円の不用額要因は何でしょう

か。 

 決算書８３ページ、地域福祉ネットワーク事業の２５３万７,０００円の事業の詳細につい

て御説明ください。 

 同じく決算書８７ページ、成年後見制度法人後見支援事業の２５５万１,０００円の事業の

詳細について御説明いただきます。 

 行財政報告書の９５ページで、税務課の文章の中で、太陽光発電設備に対して適正な申告指

導と、未申告者に対する催告通知を送付等云々とあるんですけれども、太陽光発電事業者の未

申告とか延滞とか、そういった状況は把握しているのでしょうか。また、そういった方に対す
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る今後の対策はどうするおつもりでしょうか。 

 決算書１５７ページ、文武両道教育推進事業費、１９９万６,０００円の事業内容の詳細に

ついて御説明ください。 

 最後、決算書６９ページ、地域交通対策費。不用額６８９万６,０００円が計上されており

ますが、委託料２６２万２,０００円と負担金、補助金２７９万４,０００円の発生原因と今後

の対応についてお聞きいたします。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  石川総合政策課長。 

○総合政策課長（石川 浩）  まず、行財政報告書４０ページ、財政分析指標の中の経常収

支比率ということで、平成３０年度は９３％、昨年は９０.７％なので上昇しているというこ

とでございます。その内訳等の算出につきましては、同じ行財政報告書の３６ページになりま

す。 

 主な要因としましては、少子高齢化が進んできまして、いわゆる扶助費等、また補助費等が

増加傾向にあるということでございます。また、一般経常収支の一般財源等の確保の伸びが少

なかったということがあるかなとは思っております。 

 今後、経常収支比率が余り高くなると、財政の硬直化が進むということでございますので、

財源の確保と歳出の抑制という部分について意を用いたいかなと思っております。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  それでは、まちづくり課が担当している決算書６９ページ、

地域交通対策費の不用額についてお答えいたします。 

 まず、委託料２６２万２,０００円でございますが、これは６９ページのデマンド交通運行

業務になります。デマンド交通の委託料につきましては、タクシー会社に支払っているわけで

すが、タクシー会社に入る使用料は委託料から差し引く。また、年度末に国庫補助金がタクシ

ー会社に入るわけなんですが、その分についても最後に精算しますので、精算した結果、業務

委託料が残金として残ったため、２６２万２,０００円ほどの残が生じたということでござい

ます。 

 補助金２７９万４,０００円につきましては、決算書７１ページ、生活路線維持対策費とし

まして、コミュニティバス馬頭烏山線に補助金負担金を出しております。これにつきましては、

年度当初、中古車両を購入するという予定で組んでいたものですから、その車両購入費を乗せ

ていたんですが、最終的には減価償却費で経費として落とされていくものですから、その分の

差額が最後に余ったということでございます。２７９万４,０００円につきましては、その分
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の差額になっております。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  澤村税務課長。 

○税務課長（澤村誠一）  私のほうからは最初に決算書７５ページ、賦課徴収費、委託料

４９７万４,０００円の不用額の要因につきまして御説明いたします。 

 不用額の主なものは、固定資産税に係る計算料や、帳票印刷代などについて、当初見積額の

最大数で見込んでおりましたが、異動・修正などの件数がそれより少なかったことにより、委

託料の経費も少なく執行できたためでございます。予算の執行管理につきましては、今後もし

っかり積算していきたいと考えております。 

 続きまして、行財政報告書９５ページにございます太陽光発電設備に対する適正な申告指導

と、未申告者に対する対応の御質問につきまして御説明いたします。 

 太陽光発電設備に係るパネルを含め、機械装置などの固定資産では、償却資産の申告が必要

となりますので、事業者から申告を行っていただき、課税額を決定しております。 

 未申告者につきましては、催告通知などにより申告していただくことで把握し、適正課税に

努めております。 

 特に、新規に設置される太陽光発電設備の事業者には、償却資産の申告漏れのないように指

導しているほか、地道ではございますが、土地家屋の現地確認と合わせた職員の目視調査等に

より確認して、申告指導などを行っておりますので、御理解いただきますようお願いいたしま

す。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  水上健康福祉課長。 

○健康福祉課長（水上和明）  私のほうからは健康福祉課関連の事業について御説明させて

いただきます。 

 まず、行財政報告書１２６ページ、予防接種事業の高齢者インフルエンザ予防接種の実施状

況で、接種率の減少要因と他市町との対比ということですが、お答えいたします。 

 当市の高齢者のインフルエンザの予防接種率の減少要因につきましては、対象者の増加に比

べまして、接種者がなかなかふえていないためと思われます。現在、行政区等の回覧や広報お

知らせ版、各種施設のポスター掲示等で事業を周知しておりますが、今後もさらに広報を強化

いたしまして、接種者をふやし、インフルエンザの重症化予防を推進してまいりたいと考えて

おります。 

 また、接種率におきましては、全国平均約５０％となっております。近隣市町の状況という

ことで、隣の那珂川町は７０.２％、さくら市が５２.９％の状況でございます。当市は平均よ
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り若干よい接種率ということになってございます。 

 続きまして、決算書８３ページ、地域福祉ネットワーク事業の詳細ということで御説明いた

します。 

 地域福祉ネットワーク事業でございますが、地域福祉の推進に必要な当事者、ボランティア

の組織化支援、福祉団体、福祉施設、ボランティアのネットワーク構築や福祉活動協力者育成

等を実施してございます。２５３万７,０００円の詳細ということですが、これは社会福祉協

議会への業務の委託料ということになってございます。 

 続きまして、決算書８７ページ、成年後見制度法人後見支援事業の詳細ということで御説明

させていただきます。 

 この制度は、認知症高齢者、知的障がい者及び精神障がい者など、意思決定が困難な人の判

断能力を補うために、成年後見人、保佐人また補助人となることによりまして、対象者の財産

管理等、その権利を擁護することを行っております。２５５万１,０００円の詳細ということ

でございますが、これも社会福祉協議会への業務の委託料ということになります。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  川俣こども課長。 

○こども課長（川俣謙一）  決算書２３ページ、児童福祉費負担金の収入未済額の３１０万

６,０００円、要因と改善策についてです。 

 まず、要因としましては、未納者のほとんどが口座振替によりますが、残高不足による振替

不能が大きな原因となっております。振替不能となった場合、振替不能通知を発送して納付を

促し、さらに納期限後２０日以内に督促状を発送し、再度納付を促しているところです。基本

的には保護者が指定した口座に入金をしておらず、結果的に振替不能のまま督促状を発送して

も納付していただけない方の累積が、収入未済額になっております。 

 改善策といたしましては、未納状態をそのまま放置するのではなく、６月、１０月、２月に

支給される児童手当から保護者の同意を得た上で振替を行い、滞納額の減少に努めているのが

現状です。中には保護者の同意が得られず、振替ができない方もおりますが、根気強く電話督

促や臨戸訪問を重ねて、収入未済額を減らせるよう努めてまいります。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  神野学校教育課長。 

○学校教育課長（神野久志）  決算書１５７ページ、文武両道教育推進事業費１９９万

６,０００円の事業内容の詳細についての御質問にお答えいたします。 

 大きく分けますと、この事業の内容につきましては２つの事業がありまして、まず１つは夢

の教室の関係になります。こちらは業務委託料ということになりますが９３万２,０００円。
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もう一つがスーパーティーチャー育成事業ということで、１０６万５,０００円の事業になり

ます。 

 まず、夢の教室の関係について御説明申し上げます。こちらにつきましては、ＪＦＡ日本サ

ッカー協会による心のプロジェクトということで、さまざまなスポーツ競技の現役またはＯＢ、

ＯＧの選手の方などを夢先生という形で学校へ来ていただいて、夢を持つことや、その夢に向

かって努力することの大切さ、それから仲間と協力することの大切さなどについて学ぶものと

いう形で実施しております。 

 時間としては２時間ということで、９０分のものになりますが、ゲームの時間、それからト

ークの時間といいまして、先生と児童との話し合いという形での話し合う時間ということでご

ざいます。平成３０年度におきましては、各小学校において５校とも実施しております。 

 それとスーパーティーチャー育成事業についてなんですが、こちらの目的については先進的

学校の視察を行うことによって学力向上について学ぶとともに、今後の本市の学力向上のため

の参考ということで、あわせて教職員の資質向上を図るということで実施しているものでござ

います。 

 昨年度は、福井県福井市に２回ほど研修ということで行っておりまして、１回目は６月に小

学校の先生を対象に、それから２回目は１２月に中学校の先生を対象にということで、参加者

としては小学校のときは８名、それから中学校のときは４名ということで、こちらに随行職員、

学校教育課で２名ということで随行する形で実施をしました。先方において、授業参観や授業

研究会に参加をさせていただいて、学力向上、それから小中連携等の取り組みの情報交換等を

学ばせていただきました。 

 この研修の実施以外にも、研修に出向く前の事前研修や事後研修、それから、各小学校等に

おいての研究授業等の実施もあわせて行っております。 

○議長（沼田邦彦）  ６番村上議員。 

○６番（村上進一）  了解いたしました。 

 時間も時間ですので、最後に今回の決算の総括、私なりに考えたことなんですけれども、経

常収支比率が硬直化している、今後、会計年度任用職員制度ですか、それによって人件費も上

がってくると、ますます硬直化してくるんじゃないかと。それなのに第二次総合計画、いろい

ろやることがあると思うんです。財政健全化でよく「スクラップアンドビルド」という言葉が、

市長の一般質問答弁の中でもスクラップアンドビルドというお話が出ました。 

 ただ、こういった硬直化の中では、なかなかスクラップありきでは新しい事業ができないん

じゃないかと思うんです。そこで発想を変えまして、ビルドアンドスクラップにすべきだと。

こういった、今まで継続的にやっていた事業があるじゃないですか。それをもう一度見直して、
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市長が何をやりたいのか、今、市民が何を求めているのかを優先順位を決めて、まずビルドあ

りきにするんです。このビルドをするために、スクラップをするんです。財源を見つける。そ

うしないと、那須烏山市の新しい事業はできないような気がするんです。 

 今、各課の中で、不用額とかいろいろ質問したんですけれども、もう一度、今までやった事

業を見直して、まず市長のほうでビルドを決めるんです。それで各課に、この財源を確保する

のにスクラップはできないのと言って新しい事業をやらないと、停滞してくるんじゃないかと

私は思います。 

 それには一番何が必要かというと、市長のリーダーシップじゃないんでしょうか。あと、ト

ップの決断力。 

 一般質問に戻ってあれですけれども、市長がやりたいと言っても、だめなんですよ、云々な

んていう話があったんですけれども、市長がやりたいと言えばやるんです。それに財源をつく

らせる。そうして新しいことをやらないと、どうも那須烏山市の行政は硬直していて、何かほ

かの市と比べるといかがなものかなと思いますので、ぜひビルドアンドスクラップに変えてい

ただいて、市長の強いリーダーシップを求めたいと思います。 

 私は以上です。 

○議長（沼田邦彦）  答弁はよろしいですか。 

○６番（村上進一）  いいです。別に。 

○議長（沼田邦彦）  ６番村上議員。 

○６番（村上進一）  市長の決意を聞きたいということなので、よろしくお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  ありがとうございます。十分にやっていると思います。 

 ただ、受け入れてもらえないものはいっぱいあるので、戦っております。ぜひとも皆様から

の応援をいただきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  ここで暫時休憩いたします。再開を午後１時といたします。 

休憩 午前１１時５６分 

 

再開 午後 １時００分 

○議長（沼田邦彦）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 質疑を続けます。 

 ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  ７番、矢板です。平成３０年度決算総括質疑を行わせていただきます。 

 まず１番、全て決算書から質問いたします。８７ページ、３款民生費、１項２目障がい者福
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祉費、障がい者地域生活支援事業費の中の手話通訳者派遣コーディネート業務９万

３,０００円、要約筆記派遣コーディネート業務４万７,０００円という事業なんですけれども、

どのような場所、または場合に利用されているのか、今後も利用していくのかを伺います。 

 次に、１０９ページ、４款衛生費、１項保健衛生費、２目予防費、予防接種事業のこどもイ

ンフルエンザ予防接種１０５万９,５００円の事業なんですけれども、接種費用を１回につき

１,０００円の費用を負担しているけれども、現行の償還払いから現物給付にならないかを伺

いたいと思います。 

 ３番の１１５ページ、４款衛生費、１項保健衛生費、４目母子保健費、妊産婦健康診査・産

後支援事業費の産後ケア事業委託料５０万９,６００円、この事業を開始したんですけれども、

利用状況を伺いたいと思います。 

 次に、１３３ページ、７款商工費、商工費の商工業振興費、空き店舗対策新規出店者開業費

用支援事業ということで１５０万円支出していますけれども、この事業での効果と実績という

ものを伺いたいと思います。 

 ５番目が、１３５ページ、７款商工費の中のＤＣ城下町散策ガイドブック増刷分、９７万

２,０００円で増刷されたんですけれども、この増刷分の効果というのはあったのか伺いたい

と思います。 

 次に、１４１ページ、８款土木費、道路橋りょう費の中のふれあいの道づくり事業というこ

とで８８０万１,６６７円を事業費として計上されていますけれども、要望の高い事業なんで

すけれども、希望する地域がとても多いと思うんですが、今後も継続していくのか、その事業

の今後の進め方を伺いたいと思います。 

 続きまして、２０３ページ、１０款教育費、武道館施設整備費ということで、土地購入費が

計上されていまして、駐車場用地を取得されました。この部分の駐車場用地を取得されたと、

どのあたりを取得されたのかを伺いたいと思います。 

 続いて、３２３ページ、３款地域支援事業費の中の老人福祉扶助費紙おむつ券給付費という

ことで７１６万８,５７４円が計上されていますけれども、市町村によっては紙おむつ券でお

尻ふき等が一緒に購入できる自治体というのもあるようです。本市の枠の利用を広げることは

できないかということを伺いたいと思います。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  水上健康福祉課長。 

○健康福祉課長（水上和明）  決算書、まず８７ページの手話通訳者派遣コーディネート、

要約筆記派遣コーディネート事業の件についてお答えいたします。 

 まず、どのような場所、どのような場合に利用されているかということでございますが、主
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に病院受診時の立ち会いで、医師やスタッフとのコミュニケーションをとるために利用してお

ります。今後も利用するのかということでございますが、この事業に関しましては、今後も利

用を継続したいと考えてございます。 

 続きまして、決算書３２３ページです。紙おむつ券の給付の事業の件についてお答えいたし

ます。 

 那須烏山市は、要件が他市町に比べ幅広い対象となっていることから、利用枠の拡大は今の

ところ考えていませんが、今後は、他市町の状況等を参考にしながら調査研究を進めてまいり

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○こども課長（川俣謙一）  初めに、決算書１０９ページ、子供のインフルエンザ予防接種

費用を助成しているが、償還払いから現物給付にならないかとの質問にお答えいたします。 

 県内では１４市のうち９市が小児インフルエンザ予防接種の公費負担を実施しておりますが、

対象年齢や助成額、助成方法はそれぞれ異なる状況であります。本市においては、子育て支援

の一環として任意のインフルエンザ予防接種の費用について一部の金額を償還払いにより助成

しております。 

 インフルエンザ予防接種における助成方法につきましては、助成金額や助成回数なども含め

て、国や県内市町の状況や医師会との調整を図り検討させていただきたいと思いますので、御

理解くださるようお願い申し上げます。 

 次に、決算書１１５ページ、妊産婦健康診査・産後支援事業における事業開始による利用状

況についての質問にお答えいたします。 

 市では、平成３０年度、新たに産後２週間健康診査と産後ケア事業を開始いたしました。産

後２週間健康診査につきましては、出産後間もない時期の母親の心と体の健康状態を把握する

ための事業となっておりますが、利用状況としましては、受診者数は１０３人で、支出額は

５０万７,５００円です。 

 産後ケア事業につきましては、産後の体調不良や育児不安を強く訴える方に、母親の心身の

ケアや育児サポートをし、産後も安心して子育てができる支援体制の確保を図るもので、宿泊

のショートステイ型と日帰りのデイケア型があります。利用者は１０名です。宿泊型は６名で、

延べ２２泊、日帰り型は４名で延べ１４日の利用で、支出額としましては５０万９,６００円

です。 

 今後も必要な方が必要なときに利用できるよう、相談しやすい環境づくりや情報提供に努め

てまいりたいと思います。 

 以上です。 
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○議長（沼田邦彦）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  決算書１３３ページ、空き店舗対策新規出店者開業支援事

業の効果と実績についてお答えいたします。 

 まず、実績についてですが、３件の空き店舗を利用した出店者に対しまして、それぞれ補助

限度額である５０万円を、改修や付帯設備の設置に係る費用について補助対象経費として交付

したところです。３件の業種につきましては、中央三丁目の飲食店、旭一丁目の学習塾、大金

地内の鍼灸院でありました。 

 次に、効果としましては、まずは空き店舗が３つ解消されました。新たな店舗ができること

により、新しい人の流れが生まれ、これにより市街地によい影響を与えることが挙げられます。

さらに、このうちのお一人の方については、家族を連れてＵターンされた方であり、定住促進

にも貢献したところであります。また、いずれの店舗も、市内事業者の改修工事を行っておる

ことから、市内経済の活性化にもつながっているなど、多方面の効果を生み出しているものと

考えられます。 

 次に、決算書１３５ページ、ＤＣガイドブックの増刷の効果についてお答えします。 

 昨年度、烏山城築城６００年を迎え、これを記念しまして、古地図を見ながら城下町を散策

できる那須烏山おもてなし手帳を発行しました。観光施設等に備えつけた冊子がすぐなくなっ

てしまうほど好評であったために、烏山城築城６００年記念事業の前に１万部ほど増刷をさせ

ていただいたところです。 

 おもてなし企画に参加していただいた４１事業者にアンケート調査を行ったところ、多くの

観光客におもてなし手帳を御利用いただいたとの回答のほか、約３６％が有効な企画であった

との回答をいただいているところです。 

 烏山城跡の魅力を十分にＰＲができただけでなく、地域活性化にも大きく貢献できたのでは

ないかと考えております。 

 以上となります。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  では、私のほうから、１４１ページ、道路維持費、ふれあ

いの道づくりの事業についてお答え申し上げます。 

 要望の高い事業であって、希望する地域が多いので、今後も継続していくのかという質問な

んですが、こちら、ふれあいの道づくり、ことしの３月議会の当初予算の審査のとき、経済建

設常任委員会の審査から、最小限の財政負担で生活に密着した道路整備が図られる優良な事業

である、地域の要望も多いので、さらに積極的な展開を図られることというお墨つきをいただ

いております。ですから、財源の許す限り、積極的に展開したいと思います。 
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○議長（沼田邦彦）  菊池生涯学習課長。 

○生涯学習課長（菊池義夫）  決算書２０３ページ、武道館施設整備費の駐車場用地の取得

でございますが、武道館の玄関から県道側に見た東側駐車場になります。 

○議長（沼田邦彦）  ７番矢板議員。 

○７番（矢板清枝）  では、再質問をさせていただきます。手話通訳者派遣コーディネート

と要約筆記派遣コーディネートの業務なんですけれども、こちらは利用する場合は市のほうに

お願いして、市を通せば利用できるのかというのをお伺いしたいと思います。 

 それから、こどもインフルエンザ予防接種の償還払いから現物給付ということをぜひとも前

向きに検討していただければと思い、再度お願いしたいと思います。 

 それから、産後ケアについては、とても産後は本当に、産後鬱になりやすい、ちょうど心が

いろいろ揺れ動く、そういう時期ですので、この事業は本当に大事な事業だと思いますので、

ぜひとも今後ともよろしくお願いしたいと思います。 

 それから、空き店舗の事業なんですけれども、家族を連れてこちらに住み移ってくれたとい

うお話も聞きましたので、これからも、この事業をまた進めていただければと考えております。 

 それから、城下町散策ガイドブックにつきましては、了解いたしました。 

 それから、ふれあいの道づくり事業ですけれども、お墨つきをもらったということで、やは

り有効な事業だと思いますので、時間はもしかしたら、順番はすぐに来ないということもある

かもしれないんですけれども、要望されたところを着実に実施していただけるような方向を持

っていただければと思います。 

 それから、武道館の駐車場、東側ということで了解いたしました。 

 それから、紙おむつの給付の枠を広げていただきたいというのは、紙おむつとお尻ふきとか、

そういうものが一体と考えていただけるような、内部でもしっかり討議していただいて、前向

きに検討していただければと思います。 

 １個だけですか、再質問でお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  水上健康福祉課長。 

○健康福祉課長（水上和明）  コーディネート事業を市のほうに申請するのかということで

ございますが、市のほうに申請いただいて、市のほうから県の社会福祉協議会のほうに手配を

いたします。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  ８番滝口委員。 

○８番（滝口貴史）  それでは、決算審査に当たりまして、所管以外のことを質問させてい

ただきます。 
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 初めに、行財政報告書の３１ページと、その前の文章が書いてあるところ、２５ページでし

ょうか、広報広聴活動について質問をさせていただきます。あわせまして、行財政報告書、ま

ず広報お知らせ版の発行費４３７万７,０４９円の手数料、２１９万円の内訳の内容をお願い

いたします。 

 あわせまして、データ放送の制作及び放送、とちぎテレビに委託しているデータ放送だと思

いますが、５１万８,０００円とデータ作成代３８万８,０００円をお願いいたします。 

 それと、これは調べているかどうかわかりませんが、とちぎテレビのデータ放送、市民の認

知度、わかっていない人がほとんどかと思うんですが、これのそういったのを調べてあればお

答えいただきたいと思います。 

 引き続いて、次のページの広聴活動について、去年の広聴件数、事案件数が６７件と少ない

ような気がするんですが、こういった市に意見がしてほしいということもアピールするべきだ

と思うんです。ぜひともこの６７件と少ないような気がしますので、どのようにこれからＰＲ

をしていけばよろしいかということを聞かせていただきます。さらに、その下の集団広聴の中

で、境地区と七合地区で行政区としてはやっています。その他の団体というところで、烏山高

等学校と、市長とお茶をしながら話そうという事業があったと思いますが、こういったのをも

うちょっと、烏山高校だけでなく、市長が学校へ表彰式か何かで出向くときがありますよね。

そのとき、例えば６年生と、少しそういった形で子供たちに意見を聞くような話、中学校とか

でも、そういった話をすることができないかお聞きいたします。 

 次に、行財政報告書の８０ページ、８１ページ、消防団のところです。団員、今４０７名の

うち６２名が支援団員ということになります。去年、多分、僕が一般質問させていただいた件

で、幽霊というか、何というんですか、出てこない団員がいるんじゃないかというお話の中で、

今、６２９人に対して、この矢板議員の質問に対して５８６人が今団員で、充足率が９３％で

あるというお話をいただきました。このことについて、これからいない中、どういった方向を

向けてやっていくのか、支援団員をふやしていくような感じになるのか、それともこの前の答

弁で少しありましたが、部の統合に向けていくのか、いろいろな方向は見えると思いますが、

どのような方向で動いているのかお聞かせ願いたいと思います。 

 その中で、今、団長以下、団員の報酬を教えていただきたいと思います。 

 さらに、今の質問にかかわりますが、団員の入れかえについてはどのような時期に行ってい

るのか、あわせてお聞かせ願いたいと思います。 

 ３番目です。商工観光課です。まちなか観光案内サイトの改修が昨年行われたわけですが、

これによる効果をお聞かせ願いたいと思います。 

 それに付随して、からすやままち歩きマップ、まちなか観光マップを作成しましたが、これ
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による効果もお願いしたいと思います。 

 ４番目、浄化槽について質問させていただきます。現在、市内で、昨年浄化槽の補助が

６０基あった、また１４基の撤去補助があったということでありますが、市内には、今、単独

槽、これからまだ合併浄化槽に変えていかなくちゃならないような、どのぐらい残っているの

か。下水道がつながらない地域がこの市には多いと思いますので、この事業は大変有効な事業

であると思いますので、今、５人槽で３３万円、７人槽で４１万円、１０人槽で５４万、

５５万円程度ですか、補助していますが、これはいつごろまで補助できるようなのか、またこ

れから先、どのくらいの件数が残っているのかというのを、ちょっとお聞かせ願いたいと思い

ます。 

 最後に、行財政報告書１９１ページ、東京オリンピック・パラリンピックのメダル、都市鉱

山からつくるメダルについて質問をさせていただきます。小型家電５,８５０キログラムとい

う、こちらに持ち込みがあったということで、これに対する東京オリンピックに対する皆さん

の関心度が高いということもあったのと含めて、件数と効果についてお聞かせ願いたいと思い

ます。 

 以上、お願いします。 

○議長（沼田邦彦）  石川総合政策課長。 

○総合政策課長（石川 浩）  お知らせ版の内容ということでございます。総額では

４３７万７,０００円程度でございます。 

 まず、印刷製本費が２０３万２,０００円程度でございます。そのほか、郵送で送っている

方が２６件いますので、こちらの方の郵送料が１５万１,７２２円です。手数料がありまして、

こちら、新聞折り込みで月２回出しているものですから、こちらの新聞折り込み手数料が

２１９万３,０００円程度でございます。ひと月で大体２０万弱がかかるということでござい

ます。 

 あと、データ放送の５１万８,０００円につきましては、とちぎテレビへのデータ放送の作

成委託でございます。 

 広聴関係で６７件、少ないのではないかというお話です。昨年度につきましては５３件なの

で、件数でいえばふえたんですけれども、６７件が少ないということであれば、そのいろんな

場合、場合といいますか、機会を捉えてお知らせなり広報はしたいと思います。今のところ、

広聴箱は保健福祉センターと烏山庁舎と南那須庁舎と図書館等に置いてありますので、それが

目立たないというのも若干あるかもしれないので、この辺は若干工夫していきたいなというよ

うに思います。 

 そのほか、烏高生も含めた、学校なんか行ったときの広聴につきましては、機会を捉えて広
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くしていきたいというようには思っております。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  それでは、消防団の関係の質問から説明したいと思います。 

 団員数については、行財政報告書のほうの８０ページ、８１ページのほうに載っておりまし

て、こちらのほうは、団員総数５８７人ということで載っていると思います。この間の矢板議

員の答弁では７月１日現在ですので、１名途中で退団したものですから、５８６人ということ

で回答しておりました。 

 その中では、充足率の一番低いところは、７の６、小白井・西野、こちらにつきましては、

充足率４６.２％ということで、半分を割った充足率になっております。次に、大木須が

６１.５％の充足率ということで、充足率が７割を切っているところについては、統合に向け

ていろいろ調整をしているところでございます。なかなか自治会、消防団と話し合いが進まな

い部分がございまして、統合が進んでいないというのが現状でございます。 

 幽霊団員につきましては、今回、２年更新で、ことしの４月、更新となりました。なるべく

そういったものについては外すようにということで、いろいろ御相談させていただいたもので

すから、かなり活動できる方が今回団員として残っているのかなと思います。あと、支援団員

につきましては、被用者団員というか、勤め人の団員がどうしても多いものですから、日中活

動できないんです。それを補うために機能的団員として支援団員という形で制度がございます。

つくったものですから、こちらのほうは、そういったものを対象のために支援団員のほうをお

願いしているところでございます。 

 それと、報酬でございますが、これは総額につきましては、決算書のほうの１４９ページの

ほうに載っておりますが、団長につきましては年間１８万円、副団長は１６万円、分団長が

１０万円、副分団長が８万円、部長が６万円、班長が３万５,０００円、団員が３万円、支援

団員が１万５,０００円となっております。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  まちなか観光サイトとまちなか観光マップについてお答え

いたします。 

 平成３０年度より、観光振興ビジョン第３期計画に基づきまして、地域資源を活用し、新た

な観光地域づくりの構築ということで、通年観光の推進を図るために、まちなか観光案内サイ

トについてリニューアルを図ったところであります。具体的には、こちら、今までホームペー

ジ上でしか確認できなかったものを、携帯のサイトで見られるようなふうに改修したところで
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あります。あわせまして、まちなか観光マップ、こちらにつきましては、今までにない視点、

パワースポットですとか和菓子屋さんですとか、そういったところに視点を合わせてまちなか

をめぐれるようなマップにしたところであります。 

 これらの効果につきましては、３月末に両方出たものですから、今年度の数値をもって検証

していくこととしておりますので御理解ください。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤上下水道課長。 

○上下水道課長（佐藤光明）  滝口議員からの御質問の単独槽の基数につきまして、申しわ

けございません、数字、持ち合わせておりませんので、後ほど数字のほうは報告させていただ

きます。 

 浄化槽の台帳につきまして、今、国のほうで台帳整備のほうを進めておりまして、そちらの

ほうの補助金の要望とかをしております。そちらも含めまして、単独槽から合併槽への移行に

ついてはさらに進めていきたいと考えております。 

 国からの補助金につきましては、本年、平成３１年３月７日付で、栃木県の市長会、それか

ら栃木県の町村会、こちらの会長名をもって浄化槽設置整備費の補助金の充実強化ということ

につきまして、栃木県知事の福田富一様宛てに要望書を提出しております。那須烏山市におき

ましては、下水道区域外の地区が多いものですから、浄化槽につきましてはさらに押し進めて

いくということで継続していきたいと考えております。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  行財政報告書１９１ページ、ごみの減量化対策のうち、

「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト事業」の件についてお答えします。 

 まず、平成２７年５月から烏山庁舎、南那須庁舎、保健福祉センター、烏山公民館に小型家

電のリサイクルボックスというのをまず設置しました。それからの事業で、特に平成２９年度、

３０年度はオリンピックに向けたメダル事業が実施されましたので、その中に那須烏山市も参

加したという形になっております。その２年間で、５,８５０キログラム回収がございました

ので、平成２７年からのトータルで見ますと、６,８７０キログラムが総トータルでございま

すので、そのうちの８５％が２カ年で回収したということは、非常に高い期待が込められてい

るという状況でございます。 

 また、どのくらいの人とどのようなものかというところなんですが、これは指定業者が回収

しまして、その総キロ数を市に報告していただいているものですから、その中身についての報

告はしていなかったというのが現実でございまして、お答えするだけの内容がわかっておりま

せんということでよろしくお願いしたいと思います。 
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○議長（沼田邦彦）  石川総合政策課長。 

○総合政策課長（石川 浩）  先ほど、とちぎテレビのデータ放送の件数を把握しているか

ということで答弁漏れをしまして、特に件数を把握しているということはございません。ただ、

認知度があるかというと、またちょっとそれも確かに議員おっしゃるようなところもあると思

いますので、そこら辺につきましては、今後、広報をしていきたいというふうに思います。 

○議長（沼田邦彦）  ８番滝口議員。 

○８番（滝口貴史）  今、１回皆さんから答弁いただきましたが、まず、広報お知らせ版、

新聞折り込みでやられていると思うんですが、新聞のこれから件数がどんどん減ってくると思

うんです。そういった対策について１点。あと、データ放送については、同じような内容を、

お知らせ版とデータ放送とメールか何か、同じような内容で皆さんお伝えしていると思うんで

す。そういったことを、本当に同じことを何度もやるのを、むだなこともあるし、それがいい

こともありますが、それをよく見きわめてやっていただきたいと思います。新聞の今言ったよ

うに、家庭がこれからますます少なくなっていくと思います。そういうことを考えていただい

て、これをやっていただきたいと思います。 

 広聴活動については、小学校ともやるというか、そういうことも計画していただけるような

答弁でしたので、ありがとうございます。 

 消防団については、本当に団員の充足率が少ない団は、言葉をよく言えば、速やかに統合し

て、その分、しっかりとほかの部に、そこの地域を守っていただくようなことを含めてお願い

をいたします。 

 まちなか交流サイトについては、検証が３月ということで了解しました。 

 浄化槽についても了解しました。 

 オリンピック・パラリンピックの都市鉱山からつくるメダルですね、６,８７０キログラム、

４年間でということが、ここ２年間で５,８５０キログラム、本当にこういった効果がすごか

ったんだなと思う反面、これがなくなったら、また少なくなっちゃうんじゃないかという、ご

みがふえちゃうんじゃないかということもありますので、同じような事業はできないでしょう

が、これは広報をうまく使っていただいて、こういうところへ持ってきていただけるように、

リサイクルをお願いしたいと思います。 

 １点だけお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  石川総合政策課長。 

○総合政策課長（石川 浩）  お知らせ版のことでございます。 

 新聞の発行が年々少なくなっている、とっている方がだんだん少なくなっていくということ

は確かでございます。それに折り込みをしていますので、お知らせ版にふれる機会といいます
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か、それが少なくなってくるのもまた事実だと思います。 

 現在、とちぎテレビのデータ放送や電子版のお知らせ版で見られるような、あとまたホーム

ページ等々で見られるようにはしております。同じ情報がいろんなもので出るのがいいのか、

また、いろんな媒体を使ってどこでも見られるよというのがいいのか、そこら辺は研究しない

と、それぞれ市民の方が持っている媒体が違いますので、一概にはちょっと言えないかなとい

うふうには思っております。ただ、市としては、なるべく広く知らせたいという趣旨からいえ

ば、いろんな媒体があってもいいかなというふうには思っています。ただ、内容については厳

選せざるを得ないかなというところはありますので、今後検討させていただきたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  ８番滝口議員。 

○８番（滝口貴史）  最後に、ちょっと質問の中でも言いましたが、一番災害なんかがある

と、一番先、皆さん、きのうもとちぎテレビを見て那須烏山市の情報を見ていたんではないか

と、僕は推測しますが、とちぎテレビのデータ放送というのはすごく有効だと思うんです。ぜ

ひとも、この見る、とちぎテレビで那須烏山市の広報をしているんだよというのを知らない人

もこの市にはいっぱいいると思うんです。ですから、そこの周知をよくお願いします。最後に、

総合政策課長、お願いします。 

○議長（沼田邦彦）  石川総合政策課長。 

○総合政策課長（石川 浩）  頑張ります。 

○議長（沼田邦彦）  ９番小堀委員。 

○９番（小堀道和）  たくさん質問、幾らでもあるんですけれども、事前に２６項目を用意

していたんですけれども、事前に各担当課長さんと話をすると、本当に一生懸命調べてあって、

１０件ぐらいに絞るんですけれども、絞ると、せっかく用意した機会を失うのかというのを感

じながら、いろいろ調整してきましたので、不足のやつはまた後でもお聞きしますので、そん

なことで９から１０項目だけにしますので、よろしくお願いします。 

 まず、健康福祉課関係、ほとんど行財政報告書のほうからの質問です。健康福祉課の中で、

まず、行財政報告書１１２ページの高齢いきがいグループと健康増進グループの中で、支える

側、生涯現役であり続ける社会実現の活動について、どれも活発に活動しているデータが出て

いますけれども、これの成果と今後の課題について、具体策も含めて見解をお伺いします。特

に、これだけ成果が出ていますけども、目標を決めてやるというのが大切なんじゃないかなと

いうのも考えておりますので、それも含めて見解を伺います。 

 それと、健康増進グループの中を、市民主体の健康づくり、楽しみながらトライできる健康

づくり、支え合う仕組みがあるまちづくりの構築、これも活発に活動していますけれども、同

じように、この高齢いきがいグループ同様に、各事業の成果と今後の課題、具体策を含めて見
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解をお伺いします。同じような目標をどこまで決めているかというのも含めて見解をお願いし

ます。 

 健康福祉課は、残念ですけど、これだけにします。 

 次、こども課ですけども、行財政報告書ページ１３２のこそだて支援グループ母子父子自立

支援事業についてです。母子父子自立支援員兼婦人相談員を配置して、ひとり親家庭の福祉増

進のための経済的支援等の助言、自立促進を行ったとありますけれども、具体的な活動と成果

及び課題をお伺いしますけれども、母子父子家庭というのは、この市では、それぞれどのぐら

い、何件ぐらいあるのかなということをあわせて教えてください。 

 それと、産後ケアは先ほど矢板議員のほうで質問があったので、これは省略します。 

 次、農政課です。行財政報告書のページ１６２です。集落営農組織表が載ってますけれども、

任意の９組織と法人４組織が発足して活動していますけれども、これは水田関係が幾つかとい

うのを教えてください。それで、本市の水田を全て法人組織で運営するとすれば、幾つの組織

で運営可能なのか、どういうふうに見ているか。このような考えで行政として指導することは

考えていないのか。この質問は、前に茨城県の常総市に水害のときに行ったんですけれども、

そこで、常総市では、もう既に個人では稲作はほとんどやっていないということなんです。本

市も、担い手がいないとか、そんなことを考えると、こんなことで茨城の常総市というふうな、

そんな状況にうちの市もなるのかなということを考えて質問していますので、見解をお願いし

ます。 

 それと、同じ行財政報告書ページ１６９に、環境保全型の農業直接支払交付金が出ています

けれども、この中で、カバークロップ農法の交付金が出ていますけれども、これは投資対効果、

金額は少ないんですけど、検証すべきと考えています。実際に効果検証ってやっているのか。

これは、当然、国・県の政策ですから、申請されたら構わず認証しているよということではな

くて、やはりお金を使うわけですから、効果って本当にあるのかなというのもやっぱり気にな

るので、この見解を伺います。 

 それと、次は、どこにも載っていないんですけど、イノシシだけが過大に見られるんですけ

ど、カワウの被害対策についてお伺いします。県は、カワウを１,０００羽以下という目標を

掲げた新聞記事がありました。でも、私、毎日荒川の土手を走っているんですけども、岩子付

近で、一番多いときは２００羽、実際数えられないんですけども、わっと数えて２００羽ぐら

いいたんです。県が１,０００羽で、うちの岩子だけで２００羽いるのに、どうやっているの

かなというのを疑問を感じていました。県が１,０００羽という数字を出しているので、具体

的な対策があるんだと思うんです。多分、カワウは集団でばさっと２００羽でも１カ所で降り

ているんです。だから、一網打尽というのがあったり、そんなことを考えているのかなという
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のもあわせて見解をお伺いします。具体策を含めてです。 

 それと次に、農業委員会のことが行財政報告書ページ１７２にありますけれども、これは新

農業委員会目的達成のための具体策って、一体出ているのかというのをいつも気にしています。

また、現在取り組んでいる施策は何なんだろうか。一番心配しているのは、ただ単に任命され

ただけという組織になってほしくはないと思っているので、特に農地転用に消極的なために耕

作放棄地が活用されないというような例を前に聞いたことがあるんですけれども、こんなこと

がないですよねというのも含めて見解をお伺いします。 

 それと次、商工観光課です。行財政報告書ページ１７９に、山あげ祭の来客者の数字が出て

いますけれども、数字を見ると、来客者数は平成２９年が１２万人でしたね。平成３０年が

６万人、令和元年、ことしが８万人なんです。この来客者数を見ると、やはり平成２９年

１２万人ですから、さらなる魅力あるイベントにする必要性を感じていますけれども、どうな

んだろうかという質問です。市民参加の空飛ぶランタンを南那須地区でやりましたけれども、

こんなのは大きな反響を呼んだというのを考えると、ことしの山あげ祭も、子供歌舞伎とか、

夜のプロジェクションマッピングとか、あと音楽シーンの参加なんかがあったり、新しい取り

組みがかなり効果を覚えたと思うんですけれども、それでも８万人ということを考えると、こ

んないろんなことをやっているんだけども、さらに付加価値のあるものを、わっとするような、

わくわくを超えてわっというような、そんなことをみんなで楽しく考える必要があるのかなと

思うので、そのような見解をお聞きいたします。 

 それと、学校教育課、行財政報告書ページ２０９のＡＬＴの件が載っていますけれども、こ

れは前から考えているんですけど、ＡＬＴの質の問題もありますけれども、有効的な活用方法

を指導しているのかお伺いします。やっぱりＡＬＴは、授業そのものは担当教諭であって、Ａ

ＬＴはやり方によっては意欲をなくしてしまうんじゃないかなというのをＡＬＴから聞いたこ

とがあります。逆に、あんまりＡＬＴが頑張ると、今度は担当教諭がやる気なくなっちゃうん

じゃないかなというような問題があったり、これは特に中学校の場合顕著だと思うんですけど

も、ＡＬＴとやりがいや意欲について話し合いをすべきだと思うんですけれども、ＡＬＴの効

果的な役割についての見解をお伺いします。 

 それと、生涯学習課です。この中で、行財政報告書ページ２５４のジオパーク構想が載って

おります。ジオパークの構想事業の活動を一生懸命実施していることがデータから見るとわか

ります。結構活動しています。私も結構参加していますけれども、最終目標は、活動している

と何かよくわからなくなってしまうので、担当職員が、意欲が本当にあるのかなというのは、

いつでも気になっています。そこはそれとしても、お願いとしては、少なくともジオサイトの

案内板は設置してほしいなと思っているんです。一部市民の人が、パウチ加工で案内板をつく
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ってくれていたんです。あれじゃちょっとペラペラっとなってしまって、もっと、少なくとも

教育委員会がつくるような簡単なものでいいので、これだけは早く計画立てて実現してほしい

なと思いますけれども、見解をお伺いします。 

 以上、９点、１０点です。よろしくお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  水上健康福祉課長。 

○健康福祉課長（水上和明）  私のほうからは、行財政報告書１１２ページ、支える側、生

涯現役であり続ける社会の実現の活動、また市民主体の健康づくり、楽しみながらトライでき

る健康づくり、支え合う仕組みがあるまちづくりの構築の事業についての事業の成果と今後の

課題ということでお答えさせていただきます。 

 生涯現役として支える側で活躍していただくことは、地域包括ケアシステム構築における生

活支援サービスの充実と、高齢者の社会参加として重要な要素であります。市では、介護予防

サポーター養成やシルバー大学生への働きかけ、またシルバー人材センター、いきいきクラブ

への支援を実施しておりまして、目標値、事業成果につきましては、那須烏山市高齢者福祉計

画、また第７期介護保険事業計画等に掲げております。行財政報告書にも、成果のほうを掲載

させていただいているところでございます。 

 課題といたしましては、いきいきクラブの減少などが挙げられますが、現在、社会福祉協議

会において組織や活動内容の見直しを行っているところでございます。 

 市民主体の健康づくり、楽しみながらトライできる健康づくり、支え合う仕組みがあるまち

づくりの構築でございますが、これは「なすからすやま健康プラン第２期計画」の基本方針で

ございまして、この方針のもとに市民、地域、行政それぞれが行う取り組み目標を掲げている

ところでございます。各事業の成果、今後の課題について、具体策も含めた見解につきまして

は、現在、実施している主だった事業を行財政報告書に掲載させていただいております。また、

事業の評価分析、今後の課題等は、健康づくり推進協議会において検証して、次年度以降反映

させたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  川俣こども課長。 

○こども課長（川俣謙一）  行財政報告書１３２ページ、母子父子自立支援事業の中で、ひ

とり親家庭への具体的な活動と成果及び課題についての質問にお答えいたします。 

 活動につきましては、経済的支援及び自立促進につきましては、受給要件を満たす家庭に対

し、児童扶養手当の支給やひとり親家庭医療費の助成を行っております。また、手当等の給付

の有無にかかわらず、家庭や職場内での心配、相談事を抱える保護者には直接お話を伺い、改

善に向けた情報収集等を行い、助言や関係機関につなぐお手伝いを行っております。 
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 あわせて、小堀議員を中心に御尽力されておりますフードバンク事業に対してと、そのフー

ドバンク事業を要支援者とつなぐ窓口として、微力ながら協力させていただいているところで

す。本当にありがとうございます。 

 成果としましては、行財政報告書の１３６ページから１３８ページにありますように、相談

や手当の支給、医療費の助成を行ったことにより、経済的支援や自立促進を図ることができま

した。 

 一方で、課題につきましては、１つには、児童の高校卒業後の経済的安定が挙げられると考

えております。さきに御説明しました児童扶養手当や医療費助成は、児童の高校卒業とともに

支給が終了してしまい、家庭に大きな影響を及ぼしかねません。今では進学を望む子も少なく

なく、支度金、学費、生活費が悩みという相談も寄せられています。このような相談も受ける

こともあり、早い時期から、高校卒業を見据えて生活設計を考えていくよう助言に努めていき

たいと考えております。 

 また、母子父子家庭の件数ですが、こども課で把握できる件数は、児童扶養手当やひとり親

家庭医療費に届け出がある世帯に限られ、その件数は行財政報告書の１３７ページと１３８ペ

ージに記載のとおりでございます。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  大鐘農政課長。 

○農政課長（大鐘智夫）  ただいま４つの質問をいただきました。順次お答えさせていただ

きたいと思います。 

 まず１点目、行財政報告書１６２ページ、集落営農組織表についての御質問をいただきまし

た。 

 本市で農業経営を行っております組織経営体数ですが、集落営農組合が９組織で法人が４組

織ございます。１３組織全てが戦略作物であります水稲、麦、大豆、飼料作物の作付けを行う

土地利用型農業に取り組んでおります。 

 現在、本市の農地は約４,２００ヘクタールですが、認定農業者などの個人経営体のほか、

集落営農組合や農事組合法人などの組織経営体による集積面積は約１,７２０ヘクタールあり

ます。カバー率は約４１％になります。御質問の、本市の農地全てを法人組織などでカバーす

るとなると、現在の中心経営体と言われております個人、任意組織、法人は２１７経営体であ

りますことから、単純計算させていただきますと５３０前後の中心経営体が必要ということに

なります。組織経営体を構成するものは、最後は個人の農家であります。農業従事者の平均年

齢が７５歳を超える現状におきましては、新たな組織経営体の育成は非常に困難であり、本市

では茨城県常総市のような状況にはならないと考えております。 
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 続きまして、２つ目の質問でございます。行財政報告書１６９ページ、環境保全型農業直接

支払交付金についてでございます。 

 国の農業施策の１つであります日本型直接支払交付金は、環境保全型農業直接支払交付金の

ほか、中山間地域直接支払交付金と多面的機能支払交付金の３つがございます。いずれも農地

の維持、機能向上、環境保全などを目的としました農業基盤の支援事業であり、交付期間は

５年であります。いずれの事業におきましても、会計検査の対象でありますことから、中間年

の３年目には投資効果を含めました中間検証が実施されております。加えまして、毎年度末に

は事業実績の提出が求められていることから、本市で取り組んでおります３つの事業につきま

しては、適正な事務執行に取り組んでいるところであります。 

 今後とも、本交付金の事業採択に際しましては、事業主との話し合いを十分に行った上で有

効な活用を推進してまいりたいと思います。 

 続きまして、３つ目ですが、有害鳥獣の関係でカワウの被害対策ということで御質問をいた

だきました。 

 カワウの被害対策でございますけれども、鳥類駆除業務委託ということで、猟友会に委託を

しております。こちら、５月の、昨年ですと１９、２０、２１日の３日間のみの鳥類の駆除と

なっております。これによりまして、まことに残念なんですが、カワウに対しましては１羽の

みの捕獲となっております。そのほとんどがカルガモ、カラス等の捕獲になっております。 

 カワウについては以上でございます。 

 最後に、農業委員会関連の御質問をいただきましたのでお答えをいたしたいと思います。 

 まず、農業委員会ですけれども、昨年から新しい体制になりまして、まず大きく３つの事業

に、現在、昨年から取り組んでおります。まず１つが、農業経営の意向調査の実施をしており

ます。まず第１次といたしまして、昨年の１２月から１月にかけまして、先ほど言いましたと

おり、農業経営の意向調査をしております。それを集計いたしまして、今度は、すぐに離農し

たい、そういった回答をした農家の方々のモデル地区を４地区設定しておりまして、それのマ

ッチング等をことしの６月から進めております。 

 ２つ目といたしましては、毎年実施しております農地パトロールにおきまして、遊休農地で

モデル地区を設定いたしまして、何らかの栽培ができないかということでただいま調査中でご

ざいます。 

 ３つ目といたしまして、こちら、まちづくり課の空き家バンク等との調整をとっているとこ

ろですけれども、担い手不足の遊休農地が増加している市内の農業振興地域におきまして、定

住、移住の促進及び遊休農地解消のため空き家等情報バンクに登録された空き家に附属した農

地や、農地に係る農地法第３条の規定に基づきます農地の権利取得の取り扱いについて、何ら
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かの対策がとれないかというところで、今、必要な事項を設定中でございます。 

 以上、３つの事業を取り組んでおります。 

 回答については以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  行財政報告書１７９ページの山あげ祭の来場者増加施策に

ついてお答えします。 

 平成３０年度の来場者数が６万人、今年度については８万人と、来場者が少ない状況ではあ

りましたが、これは予期せぬ台風の発生が大きく影響しているものと推察しております。山あ

げ祭の開催につきましては、当番町はもちろんのこと、山あげ祭実行委員会において知恵を絞

り議論を重ね、新たな取り組みにも挑戦してきたところであります。新たな観光客の誘客を含

め、また来たいと思っていただけるようなわくわくする山あげ祭の開催に向けまして、山あげ

祭実行委員会を中心としまして、さらなる創意工夫を図ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  神野学校教育課長。 

○学校教育課長（神野久志）  行財政報告書２０９ページのＡＬＴの課題についてというこ

とで、有効的な活用法やＡＬＴ、それから英語教諭の意欲の向上の関係等についての御質問に

お答えいたします。 

 まず、ＡＬＴの有効的な活用を図るために、毎週水曜日に委託事業者の担当者と各小中学校

に配置されているＡＬＴの方７名の間で、小中学校の授業等での振り返りということで、実際

にＡＬＴの方たちが取り組んだ内容等の報告を受ける形で、まずそれの内容について聞いた上

で、その改善点とか見直しが必要な部分等があった場合については、その担当の方から指導と

いうか、こういう取り組みをということで、それぞれ情報共有をするような形でＡＬＴ、それ

から各小中学校の英語の担当の教諭の方の意欲が低下しない形を図っております。 

 なお、中学校の英語のほうではどうなのかという部分についても、市としては、英語担当教

諭の方が授業を行いますが、ＡＬＴさんとしては、補助的支援ということで授業のサポートプ

ラス生徒のサポートということになろうかと思います。 

 それと、平成３０年度までの契約は委託業務という形態をとっておりましたが、今年度から

の契約においては派遣業務という形をとるということに変えまして、この形をとることにより

まして、学校が直接ＡＬＴさんと指揮命令権といいますか、それを持つことができることから、

今後は学校の英語の先生とＡＬＴさんがよく話し合えるような形も可能となるところから、そ

のようなやりとりの中で、双方がやりがいがあって生徒に有効な形がとれればと、有効な授業

になれればと思っております。 
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○議長（沼田邦彦）  菊池生涯学習課長。 

○生涯学習課長（菊池義夫）  行財政報告書２５４ページのジオパーク構想事業についてで

ございますが、まず、ジオサイトの案内板のほうですが、結論としては、よく調査研究して現

状を把握して、私ども担当でよく調査して設置に向けて検討してまいりたいと思います。 

 それから、最終目標ですね、これにつきましては、協議会の方針としても長期的な視野で、

やはり正会員への登録を目途に活動を行っていきたいという目標ではございますが、まずは市

民へのジオパークをわかりやすく普及させることで地域を知り、郷土愛の醸成につなげる事業

を官民一体でやっていかなきゃいけないということで、この行財政報告書にあるように地道な

活動をやっていますので、御理解いただきたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  ９番小堀議員。 

○９番（小堀道和）  時間の関係で、一通り回答いただきました。 

 健康福祉課の件は、目標値を具体的にもう少し考えながら意識した活動になってほしいなと

いうのをお願いします。 

 それと、こども課のところは、後でいいですけれども、母子と父子、トータルの件数はある

んですけど、具体的に母子が幾つ、父子率何％ぐらいなのかなと。特に父子なんかが気になる

ので教えてください。 

 それと、農政課の集落営農ですね。今の農政課長のお答えで、そうはいっても絶対必要なの

で、この辺はやっぱり課題として受けとめてほしいなというような希望であります。 

 あとは、カバークロップについては了解しました。 

 あと、カワウです。県にぜひ聞いてほしいの。１,０００羽にしようというので具体的な方

策も絶対あると思うんです。お願いいたします。 

 それと、農業委員会は、３つの事業ということなので、今後の活動を期待していますので、

ぜひフォローしてほしいと思います。 

 あと、商工観光課の山あげのほうは、わくわくの話が出ましたけど、これは永遠の課題なの

で、ぜひさらにあっというやつを考えましょう。あっというやつですね。 

 あと、７番、学校教育課は、これは実際に意見が出たので、仕組みが変わるということなの

で、特に中学校ですね、ＡＬＴさんと担当の先生がうまくいくような、そんなのをぜひ期待い

たします。 

 あとは、ジオパークについては、案内板はぜひ前向きに、予算を取りながら実現してほしい

ということを期待しています。 

 何点か、私の意見に対して答弁があったらお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  川俣こども課長。 
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○こども課長（川俣謙一）  父子家庭と母子家庭の比率なんですが、ひとり親医療の数字か

ら見ますと、約９％が父子で、９１％が母子家庭というふうになっております。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  大鐘農政課長。 

○農政課長（大鐘智夫）  カワウの件で再質問をいただきました。関係機関と話をしながら、

県のほうにも伝えていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  ここで、暫時休憩いたします。再開を午後２時１５分といたします。 

休憩 午後 ２時０３分 

 

再開 午後 ２時１５分 

○議長（沼田邦彦）  休憩前に引き続き会議を再開します。 

 ここで、先ほど滝口議員の質疑に対しまして答弁漏れがございましたので、上下水道課長か

ら追加答弁があります。 

 佐藤上下水道課長。 

○上下水道課長（佐藤光明）  平成３１年３月末現在の基数でございます。単独浄化槽の基

数が３,４７５基でございます。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  １０番相馬議員。 

○１０番（相馬正典）  それでは、何点か質問をさせていただきます。 

 まず、行財政報告書２７ページの一番上のほうに、嘱託職員を活用して収納対策、栃木県地

方税協働徴収担当との連携による滞納整理などに取り組んだというふうにございますが、具体

的な成果があれば伺いたいと思います。前年と比較してどうなのかというのがあれば伺いたい

と思います。 

 続いて、同じく行財政報告書の５３ページの中より上のほうに、旧境小学校について記述が

あります。旧境小学校跡地については、令和元年度中の売買契約を目途に相手方と調整を進め

るというふうに記載されておりますが、何か進捗があれば教えていただきたいというふうに思

います。 

 続いて、同じく８１ページ、今回人気の防火水槽のところなんですが、矢板議員から一般質

問でございました。私も、かねて、これに何件か相談を受けていましたものですから、ちょっ

と伺いたいと思います。防火水槽及び消火栓につきましては、看板が設置されていない箇所が

多々見受けられます。立っていても、場所が、何も書いていない、字が薄れちゃってわからな



令和元年第３回９月定例会 第５日 

－338－ 

いというのもありますが、看板自体が倒れてだめだというものであったり、消火栓については

看板の裏のほうに立っていて場所がわからないというところがございます。ですので、一度点

検を、一斉の点検をされたらいかがかなというふうにちょっと考えましたので、伺いたいと思

います。 

 続いて決算書、まいります。５７ページ、防犯カメラレンタル料四百八十五万八千何がしが

ございますが、防犯カメラは、皆さん御存じのように、犯罪の抑止、または何かあったときに

は非常に犯人を特定したりする強力なツールでございます。今も相当数学校近辺にも配置はさ

れていると思いますが、今後、そういった学校周辺及び通学路、さらにはスクールバスの発着

所、そういったところにも、これからのことを考えると、いろんな犯罪が起きたりするその抑

止力にもなるかなと思いますので、その辺の増設の予定があるかどうかをちょっと伺いたいと

思います。 

 続いて、決算書の６９、７１ページ、ここに烏山高部線、市塙黒田烏山線、ここに烏山高校

前バス停旋回場使用料、これがおのおの１１万５,５００円ずつ計上してあるんですが、同じ

場所だと思うんですけれども、年間２３万１,０００円になりますね。この内容についてちょ

っと伺いたいんですが、年間２３万円というのは、それなりの金額かなというふうに思います

ので、その辺の事情があったら教えていただきたいと思います。 

 続いて、決算書の１２３ページです。農林水産特産物開発事業、ここに同じくブランド化推

進事業で、本年度は１１万６,０００円補助金を出したということになっていますが、これは

非常に大切な取り組みだというふうに、かねがね、前から、私、訴えているんですけれども、

開発事業にもう少し力を入れていただきたいというふうに思います。もっと１１万

６,０００円が、補助金をもうちょっと出して、１桁ぐらい違うような補助金を出して、いろ

んな特産品がブランド化できれば、我が市の農業にとっても非常にプラスになるというふうに

思いますので、その辺はどうか、ちょっと伺いたいと思います。 

 あと、１３１ページ、元気な森づくり推進事業費、里山林整備事業、ここが１カ所、この場

所について伺いたいと思います。その整備事業内容についても伺いたいと思います。 

 それから、その下のほうに、元気な森づくり推進事業費、これ、４団体に交付していますが、

補助金を出しているんですけれども、その４団体というところはどこなのかを教えていただき

たいのと、これも同じように、事業内容について伺いたいと思います。 

 すいません、最後に、決算書の１５３ページ、緊急告知ラジオシステム事業６４８万円があ

りますが、すいません、私の記憶違いかもしれませんけど、緊急ラジオシステムというのは終

了したのではなかったかと思うんですが、私も返した記憶があるんですけれども、継続してい

るのか、今、どういうふうになっているのか、その内容について伺いたいというふうに思いま
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す。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  澤村税務課長。 

○税務課長（澤村誠一）  それでは、嘱託職員を活用した収納対策、栃木県地方税協働徴収

担当との連携による滞納整理などの具体的な成果などの御質問でございますが、税の徴収を担

当する私のほうから御説明させていただきます。 

 まず最初に、行財政報告書の１０４ページをごらんいただきたいと思います。（６）の収納

対策の②でございますが、嘱託徴収員の成果としまして、訪問徴収金額が掲載されております。

嘱託徴収員は１名でございますが、徴収件数は年間１,４５９件、徴収金額は１,３２７万

４,０００円でございます。前年度につきましては、徴収件数は年間１,７０３件、徴収金額は

１,３５９万９,０００円でございましたので、比較いたしますと、徴収件数は２４４件の減、

徴収金額は３２万５,０００円の減にはなりましたが、１件当たりの徴収金額に換算しますと、

平成３０年度は９,０９８円となり、前年度は７,９８５円でございましたので、より効率的な

よい徴収ができたと考えております。 

 続きまして、栃木県地方税協働徴収担当との連携による滞納整理につきましては、同じペー

ジの一番下の④でございますが、地方税協働徴収対策実績でございます。委託件数１５件、委

託額５８３万４,０００円、徴収額は４３３万８,０００円でございます。同じく前年度は委託

件数３３件、委託額が１,０５０万３,０００円、徴収額は６９３万７,０００円でございまし

たので、件数、金額とも減少している状況ではございますが、県と共同で徴収することにより、

そのノウハウや難しい案件の滞納整理などにおいてその成果は上がっていると考えております。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  それでは、総務課のほうからは、行財政報告書５３ページ、旧境

小学校跡地の売却の進捗状況でございます。 

 今年度、売却に向けて調整をしている事業者につきましては、大木邸を運営している業者で

ございまして、その業者がクラウドファンディングで資金集めをして旧境小学校の買収という

ことになったわけなんですが、興野の阿相りんご園のほうの事業を、そっちのほうへその資金

を先に回して、そちらのほうの運営をするということになったものですから、若干資金繰りが

遅れたところでございます。 

 ですが、今、ある程度資金のめどがたちまして、来年４月にカフェをオープンするというこ

との準備を進めるということで、今、無償で、ちょっと中をいじるようなことでお話をしてい

るところでございます。でありますので、今年度末には売却ができるものと考えているところ
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でございます。 

 次に、行財政報告書の８１ページの消防施設整備事業の中の防火水槽の関係でございます。

先日の一般質問の答弁にもありましたように、防火水槽関係の異常等、看板も同じなんですが、

ありましたらば、各消防団のほうから市のほうに報告がございまして、それによりまして修繕

等を行っているところでございます。看板につきましては、市のほうで今在庫が結構あります。

連絡いただければすぐにでもやるような用意はしておりますが、今のところ、連絡がなかった

ものですから、御指摘のような状態があったのかなと思います。再度、消防団の幹部等が集ま

る機会がございますので、そちらのほうでもう一度周知をしてまいりたいなと考えております。 

 次に、決算書５７ページの防犯カメラレンタル料の件でございます。これは、平成２９年の

６月に議員のほうから防犯カメラについては質問があったんですが、それから、申しわけござ

いません、全然台数ふえておりません。 

 今までの防犯カメラにつきましては、施設の防犯関係で施設につけていたんですが、今回、

御指摘があった通学路とか学校周辺とかスクールバスの発着等につきましては、子供の見守り

関係になると思いますので、学校教育課と設置に向けて検討はしてまいりたいと考えておりま

す。 

 そして最後に、緊急告知ラジオですね、決算書の１５３ページ、こちらにつきましては、平

成３０年度をもちまして終了でございます。平成３０年度に緊急告知ラジオの６４８万円と、

その上段にあります防災ミニ番組、こちらの１９４万４,０００円、この２つが終了というこ

とで、令和元年度からは８４２万４,０００円の支出がなくなるということでございます。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  決算書６９ページ、７１ページ、市営バスの旋回場の使用

料の件についてお答えします。 

 この土地につきましては、那須南病院の職員駐車場として一段高い土地と、今旋回している

土地、全て那須南病院が契約しておりました。平成２５年度から烏山高校にバス停を延ばした

ことから旋回場が必要になり、そのうちの１２台分を市と土地の持ち主と契約してございます。

その際の条件が那須南病院と同様の契約内容で、台数割にするというような経過がございまし

た。したがいまして、当時から１２台分の金額で今に至っている状況でございます。 

 今後につきましては、何か大きな見直しの経過があったときに相手方に申し込んで、もう一

度計算とか内容を見直していきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  大鐘農政課長。 
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○農政課長（大鐘智夫）  決算書１２３ページ、農林水産特産物ブランド化推進事業、こち

らに御質問いただきましたのでお答えをいたします。 

 まず、こちらの事業ですけれども、平成３０年度は２つの団体が取り組んでくれました。こ

ちらについてですが、平成３１年度からは事業の内容を見直しまして、新たに那須烏山市なす

からブランド６次産業化推進事業費補助金にしております。こちらは、ブランド認証品を活用

した特産物の開発を目指すこととして取り組んでまいりたいと思っておりますので、御理解を

いただきたいと思います。 

 続きまして、決算書１３１ページ、元気な森づくり推進事業費、里山林整備事業１カ所とい

うことですけれども、まず、こちらの場所ですけれども、興野地区になります。面積としまし

て１０ヘクタール、事業内容ですけれども、下草の刈り払い、それと不要な木の伐採というこ

とで事業を実施しております。 

 それと、同じく４団体ということですけれども、４団体の名称ですが、まず１つが、里山大

木須を愛する会、２つ目が谷浅見里山を愛する会、３つ目が石ヶ入の自然を愛する会、４つ目

が下川井自然環境保護保全会でございます。こちら４団体とも平成２９年度までに里山林事業

において用地整備をしておりますので、そういった里山林の維持管理、刈り払い等のそういっ

た事業をしております。こちら、４団体をあわせますと、対象事業の面積ですけれども、

６７.７ヘクタールになっております。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  １０番相馬議員。 

○１０番（相馬正典）  おおむね回答いただきました。 

 まず、おおむね了解するんですけれども、旧境小なんですけれども、大木邸を購入された方

が計画するということで、来年の４月には大丈夫であろうということなんですが、この方はど

ういったことをここでやるのかなと。何が、どんなふうなことをやるのかなと。結構敷地も建

物も大きいですから、どういうことをやるのかなというのがちょっと気になりましたので、わ

かる範囲で結構です、教えていただければと思います。 

 それから、防火水槽及び消火栓については、看板の在庫があるということなので、私も過去

２回ぐらい、消防団のほうから言われて、市のほうに言ったんですが、一向に進んでいなかっ

たものですから、できればそういった形でもう一度啓発させていただければというふうに思い

ます。 

 元気な森づくり推進事業費なんですけれども、平成３０年度は興野をやりましたということ

ですが、当然、本年度もやる予定ですよね。予定であれば、どこをやるのか、申しわけないん

ですけど、教えていただければというふうに思います。 
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○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  今、私どもに入っている情報でいきますと、境小学校跡地では、

まずカフェをあそこで営業するということだそうです。それと、研修施設としても使いたいと

いうことで、特に体育館等はドローンの研修とか、そういったものを使っていきたいというよ

うな話をしておりました。宿泊については大木邸のほうを利用してということだそうです。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  大鐘農政課長。 

○農政課長（大鐘智夫）  現在、元気な森づくりの事業につきましては、場所につきまして

は、ちょっと手持ち資料ございませんので、後でまたお答えいたしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  １１番田島議員。 

○１１番（田島信二）  それでは、決算書のほうから質問いたします。 

 ３１ページ、地籍調査事業費五百五十何万幾らです。あと、３３ページ、松くい虫防除補助

金４７万５,０００円ですか、あと５９ページ、旧やまびこの湯ごみ回収業務、これ、やって

いないのに何でごみが出るんでしょうか、伺います。 

 １１３ページ、スズメバチ駆除手数料３万４,０００円ですね。どこで何件ぐらいあったの

か伺います。 

 あとは、１２３ページ、新規就農促進事業費２００万円ちょっと、これはどこの地域で何人

ぐらい来ているのか伺います。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  では、私のほうは３１ページ、歳入の地籍調査事業費負担

金について御説明申し上げます。 

 こちら、地籍調査は別名国土調査といいまして、なぜかといいますと、国土調査法に基づく

地籍調査なんですが、こちら、負担金ということで、本来国がやるかわりに市町村が国に成り

かわって地籍調査をやりますので、交付金とか補助金とかという名称じゃなくて負担金という

ことで国が負担する金額でございます。参考に、国の負担割合につきましては、事業費の２分

の１で、残りの２分の１の２分の１ですから全体の４分の１が都道府県費用ということで、国

から直接入るわけではありませんので、国の費用と栃木県の費用をあわせた金額、事業費の

４分の３の負担金でございます。 

○議長（沼田邦彦）  大鐘農政課長。 

○農政課長（大鐘智夫）  決算書３３ページ、松くい虫防除事業費補助金でございますが、
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こちら、小木須地区花立峠付近、面積としまして６.９５ヘクタールの面積で実施をしており

ます。こちら、那須南森林組合に業務委託をしておりまして、内容としましては、衛生伐の実

施、どういったものかといいますと、木を切りまして、切り口に薬品を塗るというような防除

の対策をしております。 

 続きまして、決算書１２３ページ、新規就農促進事業費の件でございますが、こちら、市内

の新規就農の方々に農業機械の購入の際や農業施設の増設ですね、そういったことを行った際

に補助している事業でございます。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  決算書５９ページの旧やまびこの湯ごみ回収業務でございますが、

現在、旧やまびこの湯につきましては、社会福祉法人みつわ会、みつわ工房の利用者のグルー

プホームとして無償で貸し付けをしているんですが、グループホームとして利用していない部

分がたくさんありまして、そこについては前のままなんです。それを利用者のほうであいた時

間に整理をしていただいているということがありまして、それで不用品等解体したものが出て

きますので、それを処分していただくという業務でございます。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  決算書１１３ページ、スズメバチ駆除手数料３万

４,０００円でございます。 

 公共施設で烏山中学校、それから宮原にあるレインボーハウス、その２件で駆除したときの

手数料でございます。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  １３番久保居議員。 

○１３番（久保居光一郎）  それでは、私も質問させていただきます。既にもう質問の内容

を通告しております。６点について質問したいと思うんですけれども、同僚議員が質問して答

弁をいただいている部分もありますので、その部分に関しては１回目の質問はやめて２回目か

ら、答弁いただいていますので、それに沿っての質問という形にさせていただいてよろしいで

しょうか。 

 それではまず１点目、行財政報告書、４４ページでございます。まちづくり団体支援につい

てであります。これはずっとここに書かれているような団体及び事業者に補助金を出して支援

をしているわけでありますけれども、各補助事業者及び団体の活動内容の検証をどのようにし

ておられるのか。また、その成果などについてもお伺いをしたいなと思っております。 

 同じく２点目は、その補助事業者、団体の年度ごとの決算書は適正に提出されているのか。
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また、それに基づいてチェックされているのか、その点を伺いたいと思います。 

 ２番目は、行財政報告書、４７ページ、決算書のほうは６９ページでありますけれども、デ

マンド交通についてであります。デマンド交通の利用者は、平成２９年度は１万９,７２６人、

３０年度は１万９,１５１人で、３０年度は５７５人減少しているわけであります。委託料契

約額は前年度と同額支払われております。これは事業者との契約ですからしようがない、私も

それは理解しているんですが、これは利用者が極端に減った場合はどうなるのかなと。それで

も契約額は払うのかどうか。 

 同じく２点目は、予約センターの契約額も同様に変動しないのはなぜなのか。 

 ３点目は、平成３０年度の実績で試算すると、予約業務の経費は利用者１人に対して約

６２２円かかっているわけでありますけれども、これは他市町のデマンド交通なんかと比べて、

予約業務料は適正なのかどうなのか、その辺の検証もしているのか伺いたいと思います。 

 あわせて、これはちょっと書いていなくて申しわけないんですが、予約時間の受付の時間帯

は１年で何日ぐらい、何時から何時までなのかについてお伺いをしたいと思います。 

 ３点目は、イメージキャラクターの出演状況についてであります。これは、同僚議員が質問

をして課長から答弁いただきました。私もその答弁は把握しておりますので、２回目のときに

質問させていただきます。 

 それから４点目は、行財政報告書１８０ページ、３番の空き店舗対策新規出店者開業、これ

も同僚議員が質問しておりますので、答えもいただいておりますので、２回目に質問をさせて

いただきたいと思います。 

 ５番目の質問です。行財政報告書１８４ページ、ウの雇用創出実践メニュー、これで地域ブ

ランド開発は、地域雇用創出事業が平成２８年度から３０年度の３年間にわたってやられたも

のかと思いますけれども、その３年間で計画目標が１２のうち１０品目を地域ブランドとして

開発している。しかし、その販売実績と、それから現況についてどうなっているのか伺いたい

と思います。 

 最後の質問であります。指定管理委託についてであります。これは、指定管理３カ所、４カ

所やっているわけですけれども、指定管理業者制度の導入の目的というのは、公共施設の維持

管理及び運営を民間事業者に委託して、民間手法を生かして効率的かつ効果的に運営すること

により、行政の財政削減等も図ることであるというふうに私は認識しておりますけれども、本

市の指定管理委託業務は、その趣旨に基づいて検証されているか、また指導されているか。そ

の点について伺いたいと思います。 

 １回目の質問でございます。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 
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○まちづくり課長（佐藤博樹）  それでは、行財政報告書４４ページ、まちづくり団体支援

の点で２点ほど。 

 まず１点目でございます。検証をどのように行っているか、またその成果についてというと

ころでございますが、この検証につきましては、まずヒアリングを行う、担当者レベルのヒア

リングを行う点が１点。それと、年度末におきましては、審査委員会、その審査委員会は副市

長をトップにしまして、市内の金融機関、足銀、栃銀、烏信、ＪＡ、この５業種による検証を

行っております。その中で行っているということになります。 

 また、②の決算書は適正に提出されているかでございますが、こちらについても正しく適正

に提出されており、その審査委員会の中で精査した中で、適正と認められたものに関して補助

金を支給しているということになってございます。 

 続きまして、４７ページ、デマンド交通の点でございます。まず①でございますが、これは

車の借り上げ料による業務委託も含んでおりますので、基本的には金額は変わらない。ただし、

売り上げと国庫補助申請した国庫補助分がタクシー業者に入った残りの分を市のほうで負担す

るというようなことなものですから、人数が減ればその分収入が減るということから、市の負

担がふえるというようなことになります。ただし、マックスの金額は変わらないということに

なります。 

 続きまして、２番目、予約センターの契約額も同様に変動しないのかでございますが、こち

らにつきましては、９時から１６時までの勤務時間に対する業務委託となっておりますので、

基本的に人数の上下によっては変わらない。（「９時から１９時」の声あり）すいません、

１８時、９時から午後６時までの時間は、コールセンター受付を行いながら対応していただい

ていますので、その間の業務委託料になってございます。 

 それと、次の③です。予約センターが適正な価格なのかという、その検証を行っているかで

ございますが、こちらにつきましては、それぞれの各自治体ともやり方が非常に多種多様でご

ざいます。したがいまして、運行事業者数、また運行エリア数、それもばらつきがございます

ので、我が市は１社で３地区を全て受け持っておりますので、そういった点を考慮しますと、

決して６２２円というのが高くはないという判断を担当課としては思っております。 

 これらの検証につきましては、今までも何度か議員の皆様から御指摘ございますので、さら

に内容を詰めながら次に向かって対応したいというふうに考えてございます。 

 イメージキャラクターの出演状況、４９ページでございます。これにつきましては、先ほど

も１度答弁しましたが、着ぐるみのほうのキャラクターの出演が近年減ってきたというのが大

きな状況でございますが、市内につきましては、子ども議会でもそういう登場の機会を求めて

おりましたので、積極的に出ていきたいというふうに考えてございます。そのほか、イメージ
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キャラクターとして画像の展開とかグッズなんかの新しい見せ方、それにつきましては今検討

中でございますので、新年度以降、新たなやり方が見つかればいいなということで今進めてい

るところでございます。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  行財政報告書の１８４ページ、雇用創出実践メニューの件

についてお答えします。 

 こちらの表が大変わかりづらくて申しわけないんですが、雇用創出実践メニューの３年間の

合計の実績１０というのは、開発した商品の数ではなく、那須烏山市地域雇用創造協議会にお

きまして、雇用創出実践メニューに従事した実践支援員の数となります。（「ブランド品の開

発じゃないんだ」の声あり）ではなく、支援員の数となりますので、御理解ください。 

 次に、行財政報告書１８７ページ、指定管理者についてお答えします。 

 指定管理委託業務の検証及び指導についてということで、指定管理の目的は民間の手法を活

用した管理運営経費の削減による地方公共団体の負担の軽減を図るとともに、サービスの向上

による利用者の利便性の向上を図ることにあります。市としましては、これらの２つの目的の

達成状況を確認するために、毎年年度終了後に事業報告書の提出を義務づけるとともに、施設

の管理運営や経営状況について、実地点検に基づく検証及び改善指導を行うモニタリングチェ

ックを実施しておりまして、それらによって指定管理施設の適正な管理運営に努めているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  １３番久保居議員。 

○１３番（久保居光一郎）  まず、１点目のまちづくり団体支援事業についてであります。

課長の答弁で大方了解をしているところであります。 

 ただ、やっぱり大事なことは、そういうふうにしっかりと決算書も出されている、それから

検証も副市長を中心に金融機関の方とかを委員に入れてしっかり検証しているということであ

りますので、大変結構なことだなと思いますけれども、やはり補助金を出して応援しているわ

けですから、それを補助金が切れてもその事業を見守る、それから支えていくことが大切なん

じゃないかなというふうに思いますので、そういう観点からも、行政として力添えをして、頑

張っている、そういう団体事業者については、金銭面だけじゃなくて、行政のできる範疇でし

っかりと支えてやることも必要なのかなというふうにお願いをしたいと思います。 

 デマンド交通については、１番目の部分については、業者のほうもやはり車を用意して職員

も用意して待機しているわけですから、この部分については了解いたします。ただ、予約セン
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ターの部分は、１,０００万円以上の金額が出ているかと思うんですが、予約センターの契約

額が１,２６７万４,８８０円です。これは、もちろん地形的な部分とか業者数とかという部分

のあれもあるかと思うんですが、６２２円というのは決してほかのデマンド交通を実施してい

るところから比べると、予約料だけで６２２円というのは決して安くない部分があるんじゃな

いのかなと。知恵を出せば、もっと安くできるんじゃないかなというふうに思いますので、今

後の課題として、これが今委託しているところが適正なのか、これを外郭団体の、例えば商工

会あたりに職員を１人置いて専門的にやって間に合うものかとか、そういう試算とか検討もす

る必要があるんじゃないかなというふうに考えております。 

 それから３番目の、イメージキャラクターの出演状況についてであります。 

 これは文書の中には、一生懸命出演いたしましたというふうに書いてあるんですが、数字的

にはかなり減っている。課長が言われたように、市内ではいろんなイベントに出演されている。

それからまたホームページなんかを使ってアピールをしているのかなと思うんですが、やっぱ

り市内外に通して自分のほうから、自分から出ていかないと、どこかのそういう行事があるか

ら行くんだというんじゃなくて、せっかく３体あるわけですから、どんどん外にみずからそう

いうチャンスをつかんで出てアピールをしていただきたいなというふうに考えております。 

 それから、空き店舗対策新規出店者開業費用支援事業、これも同僚議員が質問いたしました。

この答弁は、もう３事業者には飲食店をやっていたり、それから学習塾をやっていたりという

ことでありますけれども、順調にやっているんでしょうか。もうかっているのかどうか、それ

についてまずお答えをいただきたい。 

 それから最後の、指定管理委託業務でありますけれども、課長は適正に指導管理をしている

ということでありますけれども、指定管理制度が始まって１２年ぐらいたつかと思うんですが、

今までにおいては２年、３年続けて指導勧告、それから改善命令を出しているような状態もご

ざいます。それから、指定管理料を見ると、その当時よりもどんどん右肩上がりに上がってい

る部分があります。本来の指定管理の目的に沿って行われているのかなというのは、今までの

経過を見ると、私は疑問を投げざるを得ないというふうに思います。しかし、なかなかそうは

いっても、指定管理というのは、どこもそうですけれども、難しい。どうしても委託料に頼っ

ちゃってなかなか自分たちで新しい事業を見つけて、そして利益を上げてもうけて市の補助金

も少なくするという指定管理者は、うちの市に限らず、ほかの市もそういうところが多いかと

思います。しかし、しっかりした、何年度も指導勧告とか改善命令なんか出さないように、今

後はしっかりと指導するように、指導監督をもっと強めるように、そういう力がちょっと行政

が弱いのかなというように私は感じていますので、お願いします。それについて、一通り答弁

をいただきたいと思います。 
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○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  まず、まちづくり団体の支援につきましては、今後新たな

人的支援や金銭的支援、どういった側面的支援ができるのかというのは、ここ近年の課題とな

っております。現在、担当の者はその辺について新たなやり方を今検討中でございますので、

前向きに対応させていただければと思います。 

 デマンド交通の予約センター業務につきましては、先ほど答弁はしていなかったんですが、

単なる予約以外にも、各種統計資料的なものの作成もお願いしておりますので、そういったも

のも十分活用させていただいている。ただ、やはり高いんじゃないかという御指摘はどうして

もありますので、今後、どういった形がいいのか前向きに検討させていただきたいというふう

に思っております。 

 イメージキャラクターの出演につきましては、やはり自分から出ていくというようなところ、

当然そうであるなと思いましたので、今後、認知度アップ、魅力度アップ、どうやれば効果的

かというようなところは、現在、シティプロモーションの推進、方針というのを現在考えてご

ざいますので、その中で、うまい見せ方を考えていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  まず、空き店舗のほうなんですけれども、順調にやってい

るかどうかということで、今のところ、お店は継続しているところなので、順調にやっている

と思われます。 

 また、補助した以降、事業継続２年以上継続ということで補助の要件にしておりますので、

１年たった後に事業の報告をしていただく予定となっておりますので、よろしくお願いします。 

 次に、指定管理者制度なんですけれども、商工観光課所管の観光施設につきまして、平成

３０年度に指定管理した結果につきまして、山あげ会館、龍門ふるさと民芸館、大金観光交流

施設とありますが、昨年度も一部改善事項書は事業者のほうに出しております。それらについ

ては、その内容を改善する計画書というのをいただきまして、それに基づいて今年度実施して

いるような形になっております。 

 指定管理者制度が始まって約１２年たっているということで、このモニタリングの様式自体

も、若干今の時代にそぐわないところもあるのかなという思いもありますことから、今年度に

ついて、現在の様式を商工観光課において別紙ということで若干見直しを始めているところで

すので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  １３番久保居議員。 
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○１３番（久保居光一郎）  今のまちづくり課長、それから商工観光課長から答弁いただき

ました。おおむね了解をいたしました。 

 まとめとして、先ほど、これもまた同僚議員がやりました、やはりいろんな事業、補助事業、

たくさんなことをやっているわけですが、やはり同僚議員が言われたように、スクラップ・ア

ンド・ビルド、これは市長もそういうつもりだということでございますので、補助する、補助

金を出している団体、それは補助金が切れても一生懸命やっている団体は行政としてもしっか

り応援する。それがなくて、それから特産品の開発なんかも補助金を出して開発しても、結局、

支援もしない、またみんなで考えるから誰も責任持たないという部分で、消えてなくなってい

る。１回新聞には載るけども、そのままの状態でもなくなっちゃっている特産品の開発を、合

併してからも、恐らく１０、２０というふうに開発してきたと思うんです。そういうものも、

やはり継続できるようなものには力を入れる。そして、余り効果がないなと思うものには出さ

ないような、そういう形のスクラップ・アンド・ビルドを図って、川俣市長が目指すものは絶

対にやるんだという覚悟でやっていただければなというふうに思っております。答弁は結構で

す。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  １５番中山議員。 

○１５番（中山五男）  それでは、私のほうから、行財政報告書の中から、私が属する経済

建設常任委員会の担当課以外の部分から１９点ほどお伺いをいたします。 

 まず、総合政策課、３３ページにふるさと納税の件が載っております。決算書を見ますと

３５２件でもって１,２１０万円ほどの歳入があったそうです。この決算の結果を黒字になる

のか赤字になるのか、基金に３４万８,０００円ほど積み立てておりますが、これが黒字額と

みなしてよろしいのか。それともう一点、寄附者が本市に継続的に寄附してくるような方策と

いうのはとっているんでしょうか。もう１回那須烏山市に何らかの縁があって寄附してくれた

んだから、ぜひ次の年も継続して寄附してくれるような方策が必要だと思います。そこで、継

続して寄附してくれるという方が何名かいるのか、この辺のところは調査されているのかお伺

いをいたします。 

 次に、まちづくり課です。４１ページに、職員出張時の烏山線の回数券利用の件です。９万

８,８００円ほど支出しましたが、これは本当に効果あったんでしょうか。それと問題は、職

員はこれをどう評価しているのか。面倒くさくて本当は使いたくないというような方法でした

ら、余りこれからも、これを継続する必要がないんではないかと思いますが、この辺、どのよ

うな考えを持っているか、その見解をお伺いします。 

 次に、４４ページのまちづくり団体の支援です。これは、以前も質問していますが、今回の
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決算書では、５団体の補助金で５３２万４,０００円ありますね。これは、平成３０年度の場

合は真に効果があったのか、そしてこれからも継続的にこの補助事業を続けなければならない

のかどうか。これは、補助は打ち切る決断も必要ではないかと思います。この辺のところもお

伺いします。 

 次に、総務課です。３３ページに洪水土砂災害ハザードマップ、これはことしの１月でした

が、全戸配布しましたが、もう半年以上過ぎましたから、各戸ではどこかへしまい忘れている

んじゃないかと思います。ですから、いかに認識させるか、これが必要だと思います。総務課

長さん、その辺の方策についてお伺いをしたいと思います。 

 次に、５８ページに職員研修の件です。ことしは接遇に対して７名ほど受講をしております

が、私は、ぜひこの接遇というのは重視すべきではないかと、過去にも何回か質問しています。

実際、監査委員さんの審査意見の中にも、職員の資質向上と意識改革を望むと。去年に続きま

して、ことしもまた指摘されています。続いて指摘されているということは、この辺のところ

が全然改革されていないから、また監査委員さんは指摘したんではないかと思いますが、この

ことをいかに認識されているか。これは副市長から答弁をいただきたいと思っております。 

 次に税務課です。固定資産税があわせて１６億７,０００万円ほどあります。そのうち、太

陽光発電に関する固定資産税、これは幾らぐらい上がっているのか。もし件数までわかってい

ましたらお伺いします。 

 ９７ページに、法人市民税、これは対前年マイナス２０％、５,０００万円も減額になって

います。この理由についてお伺いします。 

 次に健康福祉課です。１１５ページに人工透析の欄があります。ここには３１３件とありま

すが、これは市内の、実際に透析を受けている実人数なのでしょうか、お伺いをします。 

 次に、１１９ページに敬老祝金、これは２５８万円ほどの支出をしたとあります。この敬老

祝金、これは高齢者を敬う目的で祝い金を出しているわけです。しかし、口座振り込みでは余

りにも事務的でもって、支出の目的に反するのではないかと思います。これは改善すべきと思

って、担当課の課長さんからお伺いをしたいと思います。 

 次に、こども課です。１３２ページにこう書いてあります。「子育て支援に関するニーズ調

査をしました」とありますが、その結果、新たな支援策というのは見出せたでしょうか。これ

は課長さんお願いします。 

 次に、会計課です。会計課長さんの質問というのはほとんどないものですから、２点ほど、

今回、見つけました。これは会計課のほうで全部の会計を合わせますと多分２００億円を超え

る支出があります。そこで、足銀を通さずに支払っている例というのはあるんでしょうか。も

しあるとしたら、どのような例なのかをお伺いします。 
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 それと、２０７ページに、歳入歳出外現金が１,５９０万円ほどあります。これは、どのよ

うな方法で保管しているのか。これは市の金庫で保管しているのか、それとも毎回銀行のほう

で保管をされているのかです。 

 次に学校教育課です。２０８ページ、ここに「ほかの地域に誇れる特色ある教育施策を積極

的に図った」とありますが、それは具体的にどのような内容であったかお伺いをします。 

 それと、けさ、課長さんにもう一点、質問を１つ加えたんですが、２０８ページに学校情報

ネットワーク事業と載っていますね。決算書を見ますと５,３６５万４,０００円も支出してい

ますよね。今、小中学生あわせますと１,７７０名です。そうすると、一人当たりコンピュー

タ関係で３万円も支出しているわけです。２日前の、これに関する新聞が大きく報道されてお

ります。教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数、栃木県平均は５.７人です。県内の全

市町村のここに表が載っておりますが、那須烏山市は３.５人に１台ですから、県平均よりも

倍です。これを提示されているわけです。これは、日光市に次いで２番目に高いです。これほ

どコンピュータ類を整備して、果たして事業効果が上がっているのか、学力が上がっているの

か、その効果のほどをお伺いしたいと思います。 

 次に、２０９ページに「小中一貫教育推進事業を図った」とあります。ここにも、継続事業

の国庫補助事業でしたが、本市が一貫教育を実施する考えがあるのか、研究した結果どうであ

ったかお伺いをします。 

 次に、２０１ページに奨学金の関係です。これ、私、ずっとこの５年間ほど奨学金の件、調

べましたら、５年間で延べ１６８人に対して２,５６０万円ほど給付しております。この目的

どおり有用な人材、すなわち役に立つ人材の育成につながっているのかどうか。これはぜひ私、

検証が必要ですし、この検証されているのかどうかお伺いしたいんです。 

 次に、２１４ページにスクールバスの運行の関係です。これは、学校別の利用者数と費用に

ついてお伺いしたいんです。これは３年ほど前に担当課長に聞いたことがあるんですが、その

当時は、およそ８００人に費用が１億３,１００万円ほどかかっているんです。そうしますと、

１人当たりスクールバスの費用が１６万２,０００円もかかっているんです。現在はどうなの

か、これをお伺いしたいと思っております。 

 今度は生涯学習課のほうで２点ほどお伺いします。まず、２２０ページです。「図書館指定

管理に関しまして、指導と連携強化を進めた」とありますが、いかなる指導をされたのか。私

は指定管理に一貫して反対しているものですから、このことについて質問をいたします。 

 次に、２５４ページ、ジオパークの件です。これも３年あわせますと２,３８０万円ほど支

出しています。これは本当に費用対効果が上がっているのか、成功しているのかです。これは

一部事業を縮小すべきところがないのかどうか、この辺の検討をされているのかお伺いします。 
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 それともう一つ、こういうことを、私、お願いしました。これは全議員さんにも一覧表を渡

しました。今回、不納欠損処分とした全会計合わせますと２,４８０万６,０００円ありますね。

これの個々のケースごとに具体的理由を記して一覧表を作成して、全議員に配付してもらいた

いと思ったんです。そう要請したところ、件数が多くて、９日までに間に合いませんというよ

うなことなんです。不納欠損は幾つかの課にまたがっているわけですから、その担当ごとに調

査をつければ、できなかったはずはないなと、私、思っています。私は今回の決算審査に当た

っても、この決算の資料、それと監査委員さんの審査意見書合わせますと８０４ページありま

すよね。私、隅から隅まで、幾日も深夜までかけて、私は読んで、この質問項目というのをま

とめているんです。職員には、それがなぜできないのか、私は非常に不満に思っています。と

にかく今回できないというんですから結構です。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  國井副市長。 

○副市長（國井 豊）  行財政報告書ですか、５８ページの関係で、職員研修のうちの接遇

を重視すべきではないかということでありますが、私も中山議員と同じ考えでございます。 

 特に職員の研修、新採職員につきましては、採用して四、五日は内部事務をやりますけれど

も、その後、１０日間ぐらいの研修期間がございますし、そこでも一番重視しておりますのが

接遇研修でございまして、一番時間を割いて研修をされております。１０日間のうち２日から

３日の接遇研修の期間が重点的に行われております。また、新採の職員につきましては、民間

のＮＴＴユーザー協会というのがございますけれども、こちらにつきましても民間手法を取り

入れた接遇研修がなされておりますし、この５８ページの中にも、中堅職員研修、あるいは管

理者研修、そういう中にでも、当然のことながら接遇面は盛り込まれてやられておりますので、

十分ではないかもしれませんけれども、研修の中ではそれなりにやられているというふうに思

います。必要があれば、予算を取って全職員を対象に研修などもできればいいのかなと、そん

なふうにも思っております。 

 また、よく広聴関係でメールなり、あるいは文書なりでございますが、特に前にもちょっと

職員の前で申し上げましたけれども、玄関入りまして、おはようございます、そういう声が非

常によかったというお褒めの言葉もいただきました。まずは挨拶が大切だろうというふうに思

っておりますので、この辺については毎月の朝礼のたびに市長、ないし三役のほうから、そう

いう挨拶を励行するようにというようなことで職員にはお願いをしている状況でございますの

で、今後とも接遇については力を入れてまいりたいというふうに思っております。 

○議長（沼田邦彦）  石川総合政策課長。 

○総合政策課長（石川 浩）  では、行財政報告書３３ページのふるさと納税関係でござい
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ます。決算が黒字か赤字かという御質問については、一番最初の青木議員のときにお答えしま

したので、数字は割愛させていただきますが、結論は黒字です。 

 ２番目の寄附者が本市に継続寄附するための方策ということでございます。寄附の内容を見

ますと、３５２件のうち特産品に興味があって寄附をしましたというのが１７６件、約半数で

す。もともとが那須烏山市がふるさとなんですよとか親戚がいるんですよ、住んだことがある

んですよというのが１４０件でございます。継続的に寄附されている方がいるかという調査は

しておりませんが、何人か毎年毎年継続的にしていただいている方もいらっしゃいます。この

中で、どうやって継続させていくかという部分につきましては、青木議員にも答えましたが、

いわゆる競争力をあおるんじゃなくて、競争力に参加できるような特産品があれば一番いい。

それで、なおかつふるさとの醸成をしていただくのが一番いいんじゃないかなというふうに思

っています。現在、そのふるさと納税の返礼品については、市内各事業者に声をかけていると

ころでございますが、那須烏山市はこれだというような特産品がなかなかないというところで、

ちょっと苦労しているところだというふうに御理解いただければと思います。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  それでは、行財政報告書４１ページ、烏山線回数券利用の

件についてお答えします。 

 まず、昨年度からこの事業始まったんですが、大きく３つ目的があります。１つは、市民に

対する利用向上への啓発、２つ目は、ＪＲに対する取り組みのアピール、３つ目としては、職

員間での烏山線存続への共通認識、これを図ることを目的として行っておりますので、金額以

上に効果があるというふうに私は理解しております。なお、今年度は昨年以上の回数券の利用

状況になっているというふうに聞いてございます。 

 ２つ目、４４ページ、まちづくり団体支援、こちらにつきましては、まずお手元の行財政報

告書の４４ページを見ますと、最初にわがまち未来創造事業という項目がございますが、これ

は基本的に県の事業でございます。県の事業に市が乗っかって事業を展開したため、クロスア

クションの事業以外は、八溝そばまつり、それからツール・ド・とちぎ、この事業に対してで

すので、今後の継続についてはツール・ドについては今年度実施をして、来年度は終了という

新聞報道がなされているところでございます。そばまつりについては、今後も継続する方向で

考えるかは、また別途、担当課が違いますので、そちらで検討することになると思います。 

 次のページの、４５ページのまちづくりチャレンジプロジェクト、これについてはまちづく

り団体支援の事業として市が取り組んでいる事業でございます。クロスアクションは、先ほど

再掲というような形で行財政報告書に出ていますが、こちらについては３年間継続するための
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事業展開を補助し、平成３０年度をもって終了いたします。今後につきましては、これからど

のように自立していくか、そこの辺の支援にかかっているというふうに思っておりますので、

先ほどの久保居議員への答弁のとおり、どのような対策ができるか、今後も引き続き検討して

まいりたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  福田総務課長。 

○総務課長（福田 守）  私のほうは、行財政報告５３ページ、洪水土砂災害ハザードマッ

プを全戸配布したが、いかに認識させるかという質問でございます。 

 この件につきましては、本年６月の議会で中山議員の一般質問にお答えして、先日の堀江議

員にも同様な質問に対してお答えしたところでございます。でも、こういった質問が来るとい

うことは、やっぱり認識されていないのかなということでございますので、本当に認識させる

のには大変なことだと思っております。 

 ハザードマップにつきましては、今まで水害が、経験したことない方についても、今度は水

が乗るかもしれないということをまずわかってもらえればいいのかなと。そうした方について

は、最大限、降ったときには、うちも乗るかもしれないと、早く情報を知ろうという意識を持

っていただければ、もうそれで十分かなと考えております。 

 そういったことでありますが、やっぱりこれは地道な周知活動が必要となってまいりますの

で、防災訓練とか地区の懇談会とか、そういうところでハザードマップを持参しながら、また

啓発に努めてまいりたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  澤村税務課長。 

○税務課長（澤村誠一）  行財政報告書の９５ページ、太陽光発電に係る固定資産税の総額

と件数の御質問がございました。 

 太陽光発電に係る固定資産税の総額は、約２億４,０００万円でございます。なお、件数に

つきましては、今、手持ち資料がございませんので、後ほどお答えさせていただきます。 

 続きまして、９７ページ、法人市民税が対前年比マイナス２０％、５,０００万円減となり

ました理由につきまして御説明いたします。 

 法人市民税の内訳には、均等割と法人税割がございますが、このうち法人税割につきまして

法人の利益に応じ課税されます。この法人税割について平成２９年度に収益を上げていた法人

事業所が、平成３０年度に設備投資などを行っており、その経費の増加により減収となったこ

とが法人税割の減収にもなり、法人市民税全体で減となりました。主な要因と考えております。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  水上健康福祉課長。 
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○健康福祉課長（水上和明）  私のほうからは、行財政報告書１１５ページ、人工透析

３１３件は実人員かということにお答えいたします。 

 ３１３は件数でございまして、実人数は３３人ということでございます。 

 続きまして、行財政報告書１１９ページ、敬老祝金が口座振り込みは、事務的処理ではない

かということについてお答えいたします。 

 敬老祝金につきましては、これまで職員が公民館等に出向きまして、本人また家族の受領印

にて手渡ししておりました。しかしながら、現金を持ち歩くことの危険性、また、もらってい

ないとの問い合わせが毎年ありまして、受領印を提示しても納得しない方もいらっしゃいまし

た。さらに、全ての受領までに数カ月を要するなどの課題がありました。そのようなことから、

今回、口座振り込みといたしました。そのことに関して、特に問い合わせ等はなくて、対象者

全てに予定どおり支給することができましたので、御理解いただきますようよろしくお願いい

たします。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  川俣こども課長。 

○こども課長（川俣謙一）  行財政報告書１３２ページ、子育て支援に関するニーズ調査の

結果、新たな支援策があったかの質問にお答えいたします。 

 このニーズ調査につきましては、令和２年度から始まる第２期子ども・子育て支援事業計画

を策定するに当たり、市民の意向を新たな計画に反映するために実施したもので、主に未就学

児のいる全世帯を対象にアンケート形式で行い、家族形態、就労状況、子育て環境、子育て関

連事業の利用状況など、多岐にわたる質問に保護者からの回答を得たもので、本市の現状とニ

ーズを明らかにするものです。 

 現在は、調査結果を受け、課題や傾向を調べ、新たな支援策を検討し、計画として策定する

ための作業を実施している最中でございます。今後、第２期計画の内容について庁内で協議検

討を重ねた上で、その詳細を御説明できるものと考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（沼田邦彦）  髙濱会計課長。 

○会計課長（髙濱裕子）  行財政報告書２０６ページ、公金支出の中で、足銀を通さず支払

う例はあるかということについてお答えいたします。 

 支払いは、全て足利銀行を通しております。ほかの銀行はございません。 

 続きまして、行財政報告書２０７ページ、歳入歳出外現金、こちらの保管方法についてです

が、こちらは指定金融機関である足利銀行の普通預金通帳で一括管理をしており、烏山庁舎会

計課金庫のほうで通帳を管理しております。 
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○議長（沼田邦彦）  神野学校教育課長。 

○学校教育課長（神野久志）  まず、行財政報告書２０８ページの地域に誇れる特色ある教

育施策の内容ということで、これにつきましては、主に２つ、英語ビレッジ構想に基づく英語

の特区の関係の教育推進と英語検定料の補助、それからすこやか推進室で取り組んでおります

特別支援関係の教育支援、相談支援体制の充実ということで考えております。 

 ２点目の行財政報告書２０８ページの学校情報ネットワーク事業の効果についてということ

でございますが、これにつきましては、その台数がある程度行き渡ってということであれば、

授業の中で、やはり黒板を直接見るというより、そういったもので目に触れて身近で確認でき

るという形のほうがよりきめ細やかな授業ができるのではないかと考えておりますし、または

今後予定されているプログラミング教育やデジタル教科書の利用等を考えると、一定の効果は

あるかなと思います。ただ、その学力向上についてはどうかということについては、時間がか

かる問題かと思います。 

 ３点目の、小中一貫教育の推進を図ったということについて、２０９ページの小中一貫関係

の件についてお答えします。 

 これにつきましては、まず最初に、小中一貫教育の義務教育学校９年を１つにしたというも

のを設けるということではございません。烏山、南那須両中学校区を単位としました２つの中

学校区の中で、小中学校の交流授業等を通して小中９年間の統一した児童生徒の育て方の基本

理念等について、課題とか取り組みのあり方について実施をした３年間の事業ということで、

これは継続的に今後もやってまいります。 

 続いて４点目の奨学金の件で、行財政報告書２０１ページの有用な人材育成につながってい

るかという点についてお答えします。 

 これについては、奨学金については、受給者に対して毎年成績証明も受け取っておりますが、

内容等を確認しますと、学業について優れておりまして有用な人材育成ができているのかなと

思います。またあとは、可能であれば、その後に戻ってきていただいて、それぞれ企業等に就

職していただければと思いますが、この辺については御本人の意思ということで御了承いただ

きたいと思います。 

 最後になりますが、行財政報告書２１４ページのスクールバス運行の学校別の費用、利用者

等の人数についてお答えいたします。 

 これについては、費用については、申しわけないですが、委託料ということで申し上げます。

まず、江川小学校、費用が２５５万円、人数が１４２人。荒川小学校、３８６万円、１７２人。

境小学校、５４０万円、７６人。烏山小学校、１,４１６万円、１５９人。七合小学校、

１,３２９万円、９５人。南那須中学校、２,１５０万円、７５人。烏山中学校、２,９５９万
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円、１４５人でございます。総額で９,０３５万円と８６４人の利用となります。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  菊池生涯学習課長。 

○生涯学習課長（菊池義夫）  図書館の指定管理者に対する指導等でございますが、まず年

１回のモニタリングを実施いたしまして、指定管理者仕様書のとおり業務が行われているかど

うか確認を行っております。その指導内容を簡単に幾つか申し上げますと、職員の緊急事態の

発生のマニュアルに沿ってしっかり訓練をやっているかということの部分、それから来館者の

クレーム対応、いかに丁寧にやっているかと。それに自主事業で指定管理者からの継続事業が

多いんですが、市民ニーズをよく把握して行っているか、いろんなそういった事業への指導を

行っております。 

 ジオパーク事業につきましては、地方創生推進交付金を今年度まで金額を助成いただいてお

りますので、事業費が大きく膨らんでおりますので、これから単独事業になる際によく検討し

て進めてまいりたいと思いますので、具体的な対応を申し上げられませんが、申しわけござい

ません。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  石川総合政策課長。 

○総合政策課長（石川 浩）  最後に、不納欠損処分とした会計分の個々のケースというこ

とで、議員から依頼があったことはありました。個々のケースというのは、個人個人のケース

を言うのか、会計、税目事等に言うのかちょっとわかりませんが、個人個人の場合ですと、一

覧表じゃなくて個表で管理しておりますので、それを一覧するのには手間がかかるという意味

合いでございます。 

 また、それを全議員に配れということであれば、法定調書以外の部分でありますので、そち

らは議長名で参考資料として依頼いただければ決算の資料としての協力はいたすものですので、

そこは御理解願いたいというように思います。 

○議長（沼田邦彦）  ここで、暫時休憩いたします。再開を午後３時４０分といたします。 

休憩 午後 ３時２９分 

 

再開 午後 ３時４０分 

○議長（沼田邦彦）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 ここで、先ほどの中山議員の質疑に対しまして答弁漏れがございましたので、瀧田代表監査

委員から答弁がございます。 

 瀧田代表監査委員。 



令和元年第３回９月定例会 第５日 

－358－ 

○代表監査委員（瀧田晴夫）  先ほど中山議員から、職員の資質の向上と意識改革、これに

ついて２年連続指摘があったと、それは改善されていないからだというようなお話がございま

した。 

 これは、私の趣旨といたしましては、常に勉強していかなければだめだろうというような趣

旨でございます。ちなみに、今回お話ししましたように、地方自治法も、今度は内部統制制度

の導入だとか監査委員制度の変更、また来年の４月１日から適用になる民法の改正、時効だと

か契約の関係が変わっております。経済なんかですと、昔、私が習ったころだと、ＧＮＰ、グ

ロスナショナルプロダクションというんですか、それが今はドメスティック、ＧＤＰというふ

うに制度とか内容も変わっております。また、自治法についても、私が現職のころは、要する

に現職というか採用のころですね、機関委任事務、団体委任事務ということがありました。だ

けど、今はもう改正になって、自治事務とか法定受託事務になっております。 

 そういうことを考えると、常に勉強していかないと住民ニーズには応えられないだろうとい

うことで、死ぬまで勉強という趣旨で、これは申し上げたわけです。ちなみに、引き続きとい

うふうに申し上げたと思います。 

 ですから、先ほど副市長がおっしゃったように、いろんな研修、１回出ればいいというわけ

ではなく、常に勉強していかなければならない。ＯＪＴもあればＯｆｆ－ＪＴもあると、常に

やっていかなければならないという趣旨で申し上げたので、必ずしも職員が資質向上されてい

ないということを申し上げたわけではありませんので、誤解のないようにお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  続きまして、澤村税務課長から追加答弁がございます。 

 澤村税務課長。 

○税務課長（澤村誠一）  中山議員の質問の中で答弁漏れがございましたので、答弁させて

いただきます。 

 太陽光発電設備に係る固定資産税の件数でございますが、２０９件でございます。よろしく

お願いします。 

○議長（沼田邦彦）  続きまして、相馬議員の質疑に対しまして答弁漏れがございましたの

で、大鐘農政課長から追加答弁がございます。 

 大鐘農政課長。 

○農政課長（大鐘智夫）  先ほど相馬議員より、里山林整備事業の今年度分についての御質

問がございました。 

 ことしの内容につきましては、整備事業は２地区対象となります。田野倉大金地区と鴻野山

地区でございます。合わせまして１０ヘクタールの面積規模で実施をいたすということでござ
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います。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  総括質疑を続けます。 

 １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  １６番髙田悦男でございます。瀧田監査委員から指摘があったよう

に、日々研さんを積んでまいりたいと思います。そういう意味でも、しっかりと答弁のほう、

お願いいたします。 

 まず、決算書の１３３ページ、下から１０行目の消費者啓発「寸劇出前講座」謝金１５万円

とありますが、これは旅費及び交通費を含んだ金額なんでしょうか。 

 続きまして、行財政報告書１９９ページです。同僚議員からも質疑のあった市営住宅につい

てお尋ねをしたいと思います。 

 現在、１１３室がございますが、同僚議員の質問に小田倉課長は、私より年齢がいっている

と。古いのは６５年、新しいものでさえ３３年、木造住宅では２５年が減価償却と言われてお

ります。したがって、その償却期間を過ぎたような住宅は、やはり修繕、あるいは、私は新築

のほうがよろしいんではないかなと思っております。その中で、現在入居している方の年齢構

成、あるいは家族構成、それがわかれば知りたいんですが。 

 というのは、市営住宅というのはついのすみかではないと思うんです。若い人が一時的に将

来のマイホーム設計を考えて、そこで資金をためて次のステップに臨むと、そういう意味があ

るのではないかと思うんです。ですから、もう一つ、あるいは高齢者のためのついのすみかと

いう考えもあります。ですから、この２点に考え方を変えて、市営住宅の今後の改修、あるい

は新築という考え方に反映していただきたい、このように思うんですが、担当課長、どうでし

ょうか。 

○議長（沼田邦彦）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  決算書１３３ページ、消費者啓発「寸劇出前講座」謝金に

ついてお答えします。 

 こちらにつきましては、消費生活リーダー会におきまして、市内のいきいきサロンやふれあ

いの里において「オレオレ詐欺に気をつけて」など、消費者行政に関する寸劇を実施し、消費

者保護に関する啓発を行っている事業であります。それについての謝金でありまして、旅費及

び交通費等も全て含んだ形で考えております。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  それでは、私は１９９ページの公営住宅についてお答え申
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し上げます。 

 議員御質問の各年齢層とかそういったのは、ちょっと集計していませんので数字はわからな

いんですが、入居者の性格としまして、例えば基本的に家族持ち、いわゆる独居世帯じゃなく

て家族持ちということと、高齢になれば今度単独でも大丈夫なんですが、議員がおっしゃった

とおり、マイホームの夢を託して、若いうちに安い公営住宅に住んでこつこつと貯金をつくっ

て新しい家をつくる方もおりますし、あと第二の人生を、家賃の安いところで第二の人生を過

ごしたいといういろんなニーズがございます。 

 先ほど申したように、管理計画によりますと、もう修繕のしようがない、１９９ページのリ

ストの中で１番から４番につきましては退去者が出れば解体して、そちらを廃止する事務を行

っているわけでございます。残りの５番、６番、７番、８番につきましては、維持修繕をかけ

ながら存続させているんですが、議員おっしゃったように、例えば大規模に改修したり建てか

えしたりした場合、こちら公営住宅法の適用になりますので、家賃が今の払っているぐらいで

は済まなくなったり、上がったり、いろんな問題がございます。ですから、いろんな問題があ

りますので、当面の間は現在の形で維持修繕をしながら、サービスの提供ということになって

おります。 

 あと、別の課の所管、まちづくり課の所管になっちゃうんですが、５０ページの定住促進と

いうことで、この民間の家賃の補助という制度もありますし、あとは私どもの公営住宅のほう

も、ある程度民間の住宅のほうを圧迫しないような指導もありますし、なかなかその辺という

のは現在勉強中でございます。 

 ですから、当面の間は、５番から８番の住宅につきましては、通常の維持管理をかけながら

存続させたいなと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  ちょっと大きな問題なので、私のほうからお答えいたします。 

 市営住宅に関しましては、本当に古い、１、２、３あたりは古いのは確かです。１は、私の

家から１０メートルも離れないところにありますが、空き家になり次第更地にしております。

今残っている方々が、そこにしか住めないような方々が残っているので、その方々が退去した

りお子さまたちとお住みになるようなことになりましたら、あいたときに処分をさせていただ

いています。それと、実はこのまちには、かなり市内には空きアパートがふえておりますので、

できましたら、その空き家対策にもつながるので、そういうものを利用し補助を出していくと

いうことでしたほうが、新しいものを建てるということが敷地的にもまとまったものができた

りとかすれば改善とか対応をしていきたいと思います。ただ、もうこの時代では市のみで単独
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で市営住宅をつくるというよりは、業者提携や民間提携をしてやっていきたいと思いますので、

その辺は御了承願いたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  市長から答弁がありましたが、私もそのように考えております。今

さら市営住宅の新築、あるいは大規模改修をするよりは、民間の賃貸住宅がかなり入居率が落

ちております。それを救うためにも、一石二鳥という、私は考えております。市長から答弁が

ありましたので、ぜひそれで検討をお願いいたします。 

 ただ、解体した後の土地をどう利用するか、そして現在の敷地の借地部分もあると思います。

この辺も将来どうするのか。そして、午前中もたしか質疑があったと思うんですが、単独浄化

槽ですよね、多分。ですから、この辺も合併浄化槽、あるいは田野倉のように下水道区域内な

らば下水道を利用すると、そういう方針を立てていただきたいんです。 

 以上、特に答弁がなければ結構ですが、どうでしょうか。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  現在与えられた環境の中で適切な維持管理をさせていただ

きます。 

○議長（沼田邦彦）  １６番髙田議員。 

○１６番（髙田悦男）  もう一つ言っておかなくちゃならないと思ったんですが、それは、

市営住宅の周りの除草、あるいは管理です。私どもの田野倉の市営住宅の方は全員自治会の会

員になっております。したがって、草刈りなんかも一緒にやっているんですが、ただ、場所に

よってはどうしても手入れの行き届かないところがあります。まして、今、空き室がたしか

２つあると思ったんですが、そういう部分に関しては結局手入れする人がいないんですね。こ

れは、ほかの市営住宅の敷地でも同じことが言えると思うんですが、その辺については、やは

り強制的にはできないんでしょうか。あるいは、市のほうで管理するとか、考えを聞きたいん

ですが、よろしくお願いします。 

○議長（沼田邦彦）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  空き室のところに関しましては、私どもの職員が直営で草

刈り等をやっております。ただ至らない部分があると思います。 

 それと、基本的に自分の敷地のほうは入居者がやることになっていますので、その辺を適切

にお願いに上がって、適切な維持管理をさせたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ３時５５分 
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再開 午後 ３時５５分 

○議長（沼田邦彦）  再開いたします。 

 １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  平成３０年度の市の財政、各会計の決算について、特に一般会計等

について質問するわけなんですが、まず、先ほど中山議員のほうで、いわゆる不納欠損部分と

収入未済額の内容について一覧表をというふうに言ったら、それはなかなか詳細にわたるので

了承できないということでございましたが、これ、私、毎年毎年ここで聞いておりますので、

ここで答弁するとそれだけで時間３０分なくなっちゃいますので、決算書の１６ページ、

１７ページの市民税の個人並びに法人ですね、これの現年課税分と滞納繰越分の内訳、さらに

は固定資産税ですね、これも現年分と滞納繰越分、軽自動車税ですね、これについても不納欠

損及び収入未済額ですね、この中身について、後で課を回りますので、中身について説明を求

めたいと思います。 

 ２０、２１、２２ページですね、これは負担金と使用料でございますが、児童福祉費負担金

と教育使用料があるんですね。その収入未済額の内訳です。これも担当課のほうにまいります

ので説明をお願いしたいと思います。 

 ４０ページ、４１ページ、４２ページ、４３ページ、雑入でございますが、これの収入未済

額の内容についても説明を求めます。 

 ２２２、２２３ページ、国民健康保険税の不納欠損、収入未済額ですね、この内訳について

も担当課のほうでお知らせください。 

 ２８６、２８７ページ、後期高齢者医療特別会計の不納欠損と収入未済額の内訳。 

 ３０４、３０５ページの介護保険特別会計の不納欠損、収入未済額の内訳についても、担当

課のほうを回りますので、中身について詳細に説明をお願いしたいと思います。これは、やは

りこういうものがきちんと、どのような管理をされて解決に向けて努力されているかと、こう

いうものがわかる重要な資料だと思いますので、できれば、中山議員さんが言うように中身に

ついて一覧表で示していただけると、議会としても理解が早く得られるのではないかなと、こ

んなふうに思うので、よろしくお願いします。 

 それでは、行財政報告書のほうで何点か質問したいと思います。 

 まず、１２０ページ、１２１ページですね。ここに在宅高齢者支援のいろんな事業の内訳が

あります。その中で何点かわからないものについて質問したいと思いますので、緊急通報装置

事業ですね、これは前からやられているんですけど、この緊急通報装置ですね、これをつける

ことができる基準、これはどんな方が該当になるのか説明を求めたいと思います。 

 ２つ目は、温泉関係の、入浴の利用できる資格証みたいなのが、温泉入浴証交付事業という
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のが７０歳以上の高齢者でやられているんですけれども、市内の温泉ですね、残念ながらどん

どんなくなってしまいまして、この事業については、昨年はどういうふうだったのか、平成

３１年度はどういうふうに進められてきたのか、内容について説明を求めます。 

 次は、訪問理美容サービス事業というのがあります。これについては、寝たきりのお年寄り

の外出困難な方が対象だということで、昨年度は２人の方、利用が６回というふうにあります

が、平成３０年度末において事業廃止と、こういうふうになっておりますが、これは実際にそ

れだけの必要性があってやられているんだと思うんですが、これをなぜやめてしまったのか。 

 その下のねたきり老人等介護手当支給というふうにあるんですが、これは説明にあるとおり

月額４,０００円で６カ月以上寝たきり、あるいは認知度がⅢ以上の高齢者と常時同居して介

護している方と、家族ということでやられているんだと思うんですが、平成２９年度から

３０年度で６件減っているんです。これはどういう理由なのか。平成３１年度は、どんなふう

な推移でいるのか、この事業内容について説明いただきたいなと思います。 

 次に、前後しますけれども、空き家情報バンク登録、これは５１ページですけども、平成

３０年度の登録件数が載っておりますが、これは３０年度から３１年度にかけて空き家相談窓

口が３１年度から環境課をなくしてまちづくり課に一本化されたわけでございます。定住促進

対策として、空き地、空き家等の調査及び借地借家の相談、あるいは貸したい方、あるいは住

みたい方、こういうものの斡旋業務というんですか、そして住まわれる方のアフターケアとい

うんですか、そういうものがまちづくり課において３１年度は一本化されて進められていると、

こういう理解でよろしいんでしょうか。お願いします。 

 最後の質問は、１３１ページです。地域自殺対策強化事業ゲートキーパー養成講座と。これ

は年１回やられているんですが、平成２９年度は介護予防サポーター、３０年度は介護事業所

スタッフというふうになっているんですけれども、これは対象者が違う方が受講されたという

ふうに理解してよろしいんでしょうか。その場合に、この講座を受講された方は、その後、ど

んな活動を行って、いわゆる自殺予防の事業に参加をされているのか。その中身についても説

明いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  澤村税務課長。 

○税務課長（澤村誠一）  ただいま決算書の市税並びに国保税、後期高齢者医療保険、介護

保険の不納欠損及び収入未済の御質問がございましたので説明いたします。 

 全体的に御説明させていただきます。（「いや、課を訪問するので、そのときに教えてくだ

さいと申し上げました」の声あり）じゃ、検討させてください。資料を用意させていただきた

いと思います。失礼しました。 
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○議長（沼田邦彦）  水上健康福祉課長。 

○健康福祉課長（水上和明）  それでは、私のほうから、まず行財政報告書１２０ページの

在宅高齢者支援事業の中の緊急通報装置設置事業の基準ということでございますが、対象者は、

何かしらの疾病を持っている独居高齢者及び高齢者の世帯ということになっております。 

 続きまして、温泉入浴証の交付事業でございますが、平成３０年度は温泉が烏山城温泉と大

金温泉と２カ所ございまして、事業を実施しておりました。今年度におきましては、烏山城温

泉が５月いっぱいでやめてしまったのと、大金温泉のほうが施設の都合がございまして、８月

いっぱいで今のところ休止している状況でございますので、市内に該当する温泉がなくなって

しまったということで、今のところ、一時、この事業に関しましては休止をしている状況でご

ざいます。 

 続きまして、訪問理美容サービスの平成３０年度末での廃止の理由でございますが、利用者

が少なかったということで廃止をさせていただいたところでございます。 

 それと、ねたきり老人等介護手当支給状況、平成２９年度に比べて６件減少、それと３１年

度の状況ということでございますが、この件に関しましては、ちょっと手持ちの資料ございま

せんので、後ほどお答えさせていただきたいと思います。 

 それと、１３１ページです。地域自殺対策強化事業の中で、ゲートキーパー養成講座という

ことで、備考の欄に載っております介護予防サポーター、介護事業所スタッフというのは、議

員おっしゃるとおり対象者ということでございます。どのようなその後活動をしておるかとい

うことですけれども、下に書いてあるように、自殺しようとしている方を各活動している場に

おいて早めに気づいてサポートするようなことで携わっていただいているということでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  行財政報告書５１ページ、空き家等情報バンク登録に関し

てなんですが、平成３１年度から環境課がまちづくり課の中に入りましたので、今は一貫して

空き家バンクに登録する内容、またはそういった環境保全の関係から荒れ地になったり空き家

がなかなか整理が届かなく、危険状態になっているような各棟の相談等については、まちづく

り課で一貫して受けております。ただし、先ほど平塚議員から話があった借地借家の件に関し

ては、そういった相談があった場合は、宅地宅建取引業の業を営んでいる方にお願いしたり、

そういったほうに回っていただくような対応を今しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 
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○１７番（平塚英教）  事業内容についてはほぼわかったんですが、高齢者福祉、特に健康

で長生きできればいいんですが、高齢になりますと、身体にいろいろ支障を来しましてなかな

か外出できないと、こういう方もふえているのかなというふうに思うんです。 

 その中で、外出支援事業ということで、医療機関への送迎業務もやられているようですが、

私は、とりわけ、これは市長にお伺いしたいんですが、これらのあれを踏まえて、訪問歯科診

療の支援対策、これをぜひお願いできないかなと、こんなふうに考えているんです。特に寝た

きりで歯が悪いので食生活に支障を来しますと、これは生命にも影響する、まさに釈迦に説法

な話なんですが、そんなことで、ぜひ、私も調べてまいりますが、他市町、県内外でやられて

いる訪問歯科診療、そういうものを行政が支援すると、こういうことで御検討願えないかなと

いうのが１点でございます。 

 ２点目は、この間聞いた話なんですけど、人工肛門の方が、ストーマという袋を使用されて

いるんだそうですが、これを行政のほうに申請すればそれを支給していると、こんなふうに聞

いているんですけど、これまで烏山の方は、烏山の庁舎で申請をして受け取るということでや

られていたそうなんですが、その方は急に、９月の初めに行ったんだろうと思うんですが、

９月から南那須の保健福祉センターになっちゃったんだよといって電話が来たんですけど、担

当課のほうに聞いたらば、４月からだということなんだよね。だから、その辺も徹底していな

いんですけども、いずれにしても、たまたま私は運転できるからいいけども、運転できない人

は南那須の保健福祉センターまで行くの大変なんだということで、そんなに難しい手続きじゃ

なくて、書類で申請して必要なものを受け取るだけの話だそうなので、ぜひ、窓口の改革か何

か知りませんが、やられたんだと思うんですけど、市民が主役で市民になるべく寄り添うよう

な形で改善できないかなと、もとに戻してもらえないかなと、こんなふうに思うんですけど、

いかがでしょうか。それが２つ目。 

 ３つ目の質問は、最後の地域自殺対策なんですけども、もちろんこの介護予防サポーター、

介護事業所スタッフということですから、高齢者の介護に携わる方が受講されているんだと思

うんですけど、今問題になっているのは若者の自殺なんですよね。だから、そういう相談に乗

ってあげられるような若者の声を聞けるような方々にも、ぜひこの養成講座に参加していただ

きたいなというのが１つと、あとは、単なる１回だけそういうセミナーを受けましたというん

じゃなくて、もっと実践的に、そういう受けた方に情報交換会というんですか、そういうよう

な協議会の場を持ってもらうとありがたいなと思うんですが、もう一度御回答をお願いしたい

と思います。 

○議長（沼田邦彦）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  訪問診療の歯科のほうの話ですけど、私、市長になる前は、私が歯科
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医師会で担当だったので、まず、そういう患者さんの場合は、町か、私のときには県から、地

域から上がったのが県のほうにいきまして、県から各市の地域の長に下げられて、そこから誰

か先生を派遣するというパターンなんです。まずは、その患者さんが今までかかったことある

先生を選択しまして、その先生がどうしても行けないという場合は、ほかの方で、早急な場合

は本当に行ける方がなかなかいないので、それで急に行ける方を選んだり、あとは病院の場合

は、なるべく同じところの先生に行ってもらうので、比較的那須南は、具体的に言うと一番近

い若林先生に対応してもらうようなことが多いと思います。個人の場合は、先ほど言ったよう

に、もともとかかりつけがないような方の場合は、またそれは選んで担当の方をつけてもらっ

ています。 

 確かに、歩けなかった人が入れ歯を入れて食べられるようになって元気になって歩けるとい

う例も実際にありますが、逆の場合で、変に誤飲をしてしまうという場合もあるので、ちょっ

とその辺は、いろいろと先生と、デンティストとドクターと看護師さんと、その後介護する人

たちとの手入れの説明とか、そういうのを踏まえて進めていくようになると思います。バック

アップすることは多少できると思います。 

 今のところ、県単位で下りてくるというパターンになっているので、その辺が、市は通って

いないんです。その辺が、もしも市を通すということになると、もうちょっと簡単になるかも

しれないので、その辺はちょっと検討させていただきたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  水上健康福祉課長。 

○健康福祉課長（水上和明）  ストーマの申請の件でございますが、議員がおっしゃるとお

り、今年度、窓口業務の一本化も含めて事務事業の見直しを行いまして、その中で、その取り

扱いについても一本化ということにしたところでございます。 

 この件に関しては、利用者の要望等をもう一度確認しまして検討させていただきたいと思い

ます。 

 それと、ゲートキーパー養成講座の件でございますが、今後は健康づくり推進協議会等の中

で何かそういった若者の自殺対策にいい方策がないかどうか検討してまいりたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

○議長（沼田邦彦）  １７番平塚議員。 

○１７番（平塚英教）  空き家対策、これは我が市は総合計画とか地方創生の事業の一環と

して大きな柱になっているわけですね、定住促進。そういう意味では、もっともっと積極的に、

ほかから住民が来ていただける、来ていただいた方が安心して住める支援を図ると、こういう

ことも含めて、中身の充実を進めていただきたいと思うんですが、もう一度御回答をお願いし

たい。 
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○議長（沼田邦彦）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  那須烏山市は、空き家に関して移住定住といった観点から

いうと、相談件数が非常に県内でも多い自治体でございます。したがいまして、移住者目線、

市民目線になってどのような取り組みができるか、しっかり検討してまいりたいと思います。 

○議長（沼田邦彦）  水上健康福祉課長。 

○健康福祉課長（水上和明）  すいません、先ほどねたきり老人等介護手当支給状況につい

て答弁漏れがございましたので、答弁いたします。 

 平成２９年度に比べて６人ほど減ということでございますが、これは施設入所及び死亡によ

る減ということでございます。 

 今年度の状況ということでございますが、７月現在で今のところ２４人ということになって

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（沼田邦彦）  よろしいですか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。よって、これで質疑を終決いたします。 

 お諮りいたします。ただいま上程中の認定第１号から認定第９号までについては、所管の常

任委員会に付託したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（沼田邦彦）  異議なしと認めます。よって、認定第１号 平成３０年度那須烏山市

一般会計決算の認定についてから認定第９号 平成３０年度那須烏山市水道事業会計決算の認

定についてまでは、それぞれ所管の常任委員会に付託いたします。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（沼田邦彦）  以上で本日の日程は全部終了いたしました。次の本会議は９月１８日

午前１０時に開きます。本日はこれで散会いたします。お疲れさまでございました。 

［午後 ４時１９分散会］ 
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